
昭和45年度全国高等学校総合体育大会

第21回全国高等学校バドミントン選手権大会
愛知県体育館   1970/7/27→ 8/2
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主催 全国高等学校体育連盟 。日本バ ドミントン協会・愛知県・愛知県教育委員会

名古屋市 。名古屋市教育委員会

後援 文部省 。日本体育協会・NHK・ 愛知県体育協会 。名古屋市体育協会
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反携力 抜群 /
ス トレー ト特殊スチールパイプで

ンャフ トの効果が倍増 されました

あなたのプレイが注 llの的です

キングメイト

ヽ

● シャフ トの反接力をフルに発揮できる全長

16cm直径 6.5mmの ス トレー ト特殊ステール

パイプを使用

●小銀杏構造と輸入木材を基にした革命的な

特殊合板でバランス、耐久力は抜群

新製品
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高体連マークの由来

このマークは、全国高体連が発足して、間もなく作成されたものであ
つて、若

人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれを
つつむに明朗な精‖1

をもってせねばならない。

高体連のマークを構成している三つのKは紅色によ
つて浮き出され ′若人の情

熱を示す次のようなドイツ語の頭文字をとつたものである。

力 KRAFT  tt KUNST  明朗な精神 KLARHEIT

このマークは、高体連旗となって、全国大会はもちろんのこと、高体連
の主催

による大会には必ず会場にみかけることと思う。

期  日  昭和45年 7月 27日 (月 )～ 8月 2日 (日 )

大会会場 愛知県体育館第 1競技場 (12コ ー ト`

愛知県体育館第 2競技場 (3コ ート)

主  管 全国高等学校体育連盟バドミントン部

愛 知 県 高 等 学 校 体 育 連 盟

愛 知 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会

名 古 屋 市 バ ド ミ ン トン協 会

ヽ
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高 体 連 の 歌 作 詞・増 回
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大  会  順  序
7月 27日 (月 ) 0全国高休連パドミントン部常任委員会議   9:00～ 11:00

0全国高体連パドミントン部専門
業
i賃

真会議

0監 督 ・ 主 将 会 議

0パ ドミントン競技開会式

。競技第 1日  学校対抗 (第 1・ 2回戦 )

o競技第 2日  学校対抗 (第 3・ 4回戦 )

0競技第 3日  学校対抗 (準決・決勝戦 )

。競技第 3日  個人戦単複 (第 1回戦)

。学校対抗表彰式 (競技場内)

。競技第4日  個人戦単複 (第2～5回戦)

。競技第 5日  個人戦単複 (第2～5回戦)

。競技第 6日  個人戦単複 (準決。決勝戦)

。閉 会 式   (競技場内)

11:00～ 112:00

13:00～ 14:00

16:00～

9 :00

9 :00

9 :00

9 :00

15:00

8 :40

9 :00

9 :00

15:00
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7月 28日 (火 )
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"口
(水 )

1月 30日 (木 )

7月 31日 (金 )

8月 1日 (土 )

8月 2'1(日 )
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式 典 要 領
バ ドミ ン トン競 技 開 会 式  く 7月 27日 (月 )愛知県体育館>

順 序 次 第 時 考

15 : 00

15 : 302  入 場 締 切

3    役員選手団集合 15 : 30

4 式典準備完了 15 : 55

つ 開 式 通 告´ 16 : 00 ファンフ ァーレ

。  | 選手入場開始 16:01 行  進  曲

7 開 `、 ,I 言 16 : 13 ファンフ ァーレ

8 16 : 14 君  が  代

16 : 16 得  賞  歌

10 大会会長あいさつ 16:21 大 会 会 長

11 県協会長あいさつ 16 : 24 県 協 会 長

12 祝いのことば 16 : 27 県  短1 事

13 歓迎のことば 16:30 名 古 屋 市 長

14 選手代表111'「 16 : 33 1 選手代表ファンファーン

15 閉 式 通 16 : 34 ファンフ ァー レ

16 選 手 退 場 16:35 行  進  曲

●ハバ ン ン

順 序 次

1風 序

=ヨ5て

サ
＾時第

ブく
,F;+tl

館 >

考

役員選手団集合

`、

バ ドミントン 技

次

開 式 通 告

役11選手入場

成 績 発 表

表 11′

14 : 50

15 : 00

月

ファンファー レ

=

第 時   刻

15 : 00

15:0,

15 : 10

15 : 15

行  進  曲

考

競 技 委 員 長

大会会長 あいさつ

国旗、高体連旗、協会旗降納

15  : 20

5

4 表

成 績 発 表 15 : 02

15  : 05

競 技 委 員 長

15 : 10会|」

フ ァンファーレ

行 進 曲

15:25

15 : 27

15 : 26

役員選手退
',

閉 会 通 告

閉 会 宣 言

15:23

大会会長、得賞歌
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こ あ い さ つ

全国高等学校休育連盟会長

大会会長 官 田 豊太郎

昭和45年度全国高等学校総合体育大会及季大会が関係各位のご

協力とご援助のもとに、和歌山県をはじめ大阪、京都、兵庫、滋

賀、奈良、二重、福井、愛知、静岡という近畿、東海、北陸の各

府県にわたって盛大に開催されますことは、高等学校体育振興の

ためまことに喜ばしいことと感謝のことばもございません。

木大会は高等学校生徒が日ごろ各学校においてクラブ活動を通

して学習された体育の成果を、全国各地から選ばれた代表生徒諸

君の体によって発表する貴重な場であり、またスポーッを介して

同じ年ごろの生徒相互の理解と親善をはかる無
~の
機会でありま

す。

スポーツが競技の形式をとる以上、優勝の栄光は最も望ましい

ものでありますが、生徒諸君は優勝に至る過程をよリー層貴重な

本☆Lし . それを将来への成長の糧として味わっていただきたぃ

と思います。高体連マークの 3つのKの字が示す「力と技と明朗

な精神」を体得し実現するよう、正 堂々々と競技するよう期待し

ます。

最後に本大会の開催に至るまでに払われた地元の方々および関

係諸団体の方々のご後援ご教導に対して心から感謝を申上げると

ともに平来の学習に日夜献身的など指導ご鞭撻のご努力をいただ

いた諸先生に哀心より敬意を表するものであります。

6
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祝    辞

文部人li坂 田 道 太

全国各地より二万余の高等学校生徒諸君の参加を得て、本日か

ら和歌山県をはじめ近畿各県を中心に東海、北陸の各会場におい

て、昭和45年度全国高等学校総合体育大会が盛大に開催される運

びとなりましたことは、わたくしの深くよろこびとするところで

あります。

この大会は、高等学校生徒諸スが日頃から実践してきたスポー

ツ活動の成果を全国の友と競り合い、そのよろこびを分ち合う高

等学校体育界の一大祭典であると存します。精神的肉体的1こ成長

発展の著しい年代にある諸君が、ひたすらlこ 自己を練磨すること

によってたくましい体力と旺盛な気力を養い次代を背負う素地を

培ぅことは、きわめて大切であり、その意味において、本大会の

意義はまことに深いものがあると考えます。

全国の高等学校生徒の中から選ばれて出場の栄誉をになわれた

諸君は、スポーツマン精神にのっとり、正々堂 充々実した競技を

展開するとともに、競技を通して友情を培われるよう希望します。

おわりに、この大会の準備運営にご尽力くださった関係各位、

また地元当局の方々に深く敬意を表し、合わせて本大会の成功を

祈ってお祝いのことばといたします。
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こ あ い さ つ

日本′ヾドミントン協会

会 長 本 田 弘 敏

我が国におけるパドミントン競技に関し、古い伝統を維持して

いる名古屋市において昭和45年度全国高等学校総合体育大会、高

松官、同妃賜杯第21回全国高等学校パドミントン選手権大会が開

催されますてとは誠に意義深く嬉しく感している次第です。

中すまてもなく昨年 6月 第 5回世界女子選手権 (ユーパー杯)

大会を東京で開催し、初防衛に成功して以来、日本パドミントン

協会の世界における地位を確固たるものにし、特に海外遠征のチ

ャンスが数多く招来し、まさに隔世の感がいたします。

このような時機に本大会が開催されますことは、全国各地の精

鋭諸君が今ここに集リー層大会を盛りたててくれるものと信しま

す。

どうか持てる力を十三分に発揮され、スポーツマンシップに徹

したうるわしい心・技をど披露いただくよう念願してやみません。

最後に本大会は最後まで開催県が未決定となっていたにもかか

わらず、愛知県関係者の深いご理解とご努力により開催てきる運

びとなりましたが、この本大会開催に多大の努力を傾けて準備さ

れました地元協会始め関係各位、大会役員の方々に対して心から

感謝の意を表し挨拶といたします。

く
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歓 迎 の こ と ば

全国各地から厳しい予選を勝ち抜かれ、晴れの代表となられま

した高校生選手の皆さんをお迎えして、昭和45年度全国高等学校

総合体育大会のパドミントン、卓球ならびにヨットの 3種目にわ

たる競技が木県て盛大に開催されますことは、喜びにたえません。

現在、わが国において最も必要なことは、次代をになう心身と

もに明るい、調和のとれた青少年を育成することであります。

このような時期に、単に勝負を競うだけでなく、スポーツを通

してたくましい体力と、おう盛な精神力を養い、さらに友情を育

て人間形成に励むことは、たいへん意義深いことであります。

選手の皆さん、どうか木大会の趣旨にもとづき、母校の名誉と

競技の栄光のために、日頃鍛えられた技と力をいかんなく発揮さ

れ、青春の一ページを快い思い出で飾ってください。

最後に選手の皆さんのご健闘を祈念し、歓迎のことばといたし

ます。
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こ あ い さ つ

愛 知 県 教 育 委 員 会

教育長 仲 谷 義 明

昭和45年度全国高等学校総合体育大会が和歌山県を中心に開催

さるにあたり、本県ではパドミントン・卓球・ ヨットの 3種目を

お引き受けし、ここに南は沖縄から、北は北海道にいたる全国各

地から多数の監督 。選手ならびに役員の皆さんをお迎えして開催

できますことは、深くよろこびとするところであります。

全国高等学校総合体育大会は、高等学校生徒に広くスポーツの

実践を通して、技能の向上とスポーツ精神の高揚をはかり、心身

ともに健全な生徒の育成をめざして開かれてきましたが、関係各

位のたゆまぬ熱意と努力により、年ごとに充実し立派な成果を収

めておられますことに対し敬意を表します。

母校の栄替と郷土の期待を担って本大会に参加されました選手

諸君、競技に臨んでは高校生らしく正々堂々と、勝っておごらず、

負けて悔いなきスポーッ精神を習得されることを心から希望しま

す。

最後に、本大会の開催にあたり、ど支援、ご協力を賜わりまし

た関係各位に対し深く感謝します|と もに選手諸君のご健闘を祈

念します。
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こ あ い さ つ

名 古 屋 市 長 一月
イ
ク
■
４

●」■

`n

このたび、全国高等学校総合体育大会のパドミントンと卓球競

技が本市で開催されるあたり、酷暑の折、しかも遠路を全国各地

から多数の役員ならびに元気はつらつとした選手のみなさまがた

をお迎えできますことを衷心よりお喜び申し上げます。

みなさまがたには、それぞれの地区予選を勝ち抜いて本大会出

場の栄誉を獲得され、郷土の期待を双肩に晴れの舞台へ駒を進め

られたのでありまが、どうか、ベストコンデイションで、一戦一

戦に平素の練習の成果を十三分に発揮されますようご期待いたし

ます。

さて、青年期におけるスポーツ活動は、心身の発育、発達にと

って欠くことのできないものであることは申すまでもないことで

ありますが、産業の高度成長に伴う目まぐるしい社会変化に適応

していくためには、更にたくましい心身の持主であることの必要

性が今後ますます強められていくものと考えられ、スポーツの役

割もまた相対的に高められるものと思います。

終りに、暑さ厳しい折柄、健康には特にご留意の上、本大会が

競技を通して友情を深める機縁として、立派な成果をおさめられ

るよう祈念いたします。

-11-



こ あ い さ つ

名 古 屋 市 教 育 委 員 会

教 育 長 辻

選手ならびに関係のみなさん、年間を通して、いちばん暑い季

節に、北から南から、この名古屋へ遠路ようこそおいてください

ました。若さとたくましさあふれるみなさんをお迎えることがで

き、まことに頼もしく思います。

科学技術の進歩に伴い、我等人類が月1世界を往復する時代とは

なりましたが ′「健康と体力」、「体育・ スポーツ」の問題こそ

は、いっそう新しい意味から識者の目が集まるようになって参り

ました。

ここにその幕を開く全国高等学校総合体育大会は、その歴史と

内容が示すように、今日強く求められている青少年の健康と体力

を向上するため長年にわたって大きな役割を果たすとともに、わ

が国の体育・ スポーツ発展の礎石となってきたのであります。

今回1970年代にはいって最初の大会が開催されますのも、関係

方面の相変りませぬご理解とご尽力の賜でありまして、衷心より

感謝申上げるとともに、よリー層盛大で、成果のありますよう期

待いたす次第てあります。

この意義深い大会に選ばれて参加されましたみなさんは、日ご

ろ鍛錬された力をしゅうぶんに発揮され、母校や友だちの声援に

こたえられるとともに、さらに高校生としての自覚を堅持され、

いっそうのご精進を心からお願いしてごあいさつといたします。

12
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こ あ い さ つ

愛知県高等学校体育連盟

会 長 藤 野 源

このたび全国各地から選手ならびに役員の皆さまを本県
にお迎

えして、昭和45年度高等学校総合体育大会
パドミントン・卓球 。

ヨット競技の 3種目を開催することになりました
ことは、まこと

によるこびに堪えないところであります。

本大会に出場の栄誉をになわれた選手諸君は、何れも精鋭
ぞろ

いてあり、若き力と気力に満ちたはなばなしい熱戦が展開
される

ものと確信いたします。どうか選手諸君は本大会の主旨を体
し、

日頃たゆまず修練し体得した力と技を余すと
ころなく発揮し、高

校生らしく正 堂々々と競技されることを期待
いたします。

最後に、この大会を開催するにあたって、各方面
から賜りまし

た絶大なご支援ご協力に対し心からお礼申しあげます。

次
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ご  挨  拶

名 古 屋 市 体 育 協 会

愛知県パドミントン協会

会 長 後 藤 押

J碁 ●こ卜45盤 であ生豊2登:竜門として

昭和45年全国高等学校総合体育大会の一翼をになって全国高等学
校バドミントン選手権大会が金醗城内愛知県体育館において開催さ
れるにあたり、ど挨拶申し上げる機会を得ましたことを識に欣快に
存します。

高体連′ヾドミントン部が日本バドミントン協会の傘下にある有力
な団体であり

幾多選手を輩出し年を逐って充実進展やゃもすれば、後進競技種目
されたもの基本動 に*<JtEAax++e4* L t_,+

日ここに栄誉ある大会にご参加の選手諸君が苦しい

した諸 頭のさがる昼生で接してい二_す。
本大会が我が国高校パドミントン競技の最高、最大の大会であり、
其の規模において、 笙主いヱ充実L上史がて全ユ本選手権大会客

に直結する大会であることを思い一段の奮起を望んでやみません。
は力であり、進歩は技の錬磨であり、力と技を明朗なスポー

ツ精神によって包合することこそ高校スポーツの本領であると思い
ます。高体連のマークの示します (KRAFT.KUNST.KL
ARHIT)の 3K、 しかもあざやかな真紅の色彩は若人の情熱を
示しています。高体連旗のもと6日 間にわたって悔いないたたかい
を心から希望いたします。

「暑い都市」とよばれる酷熱の名古屋市に全国からご参集の役員、
選手の方々に地元名古屋市体育協会長、パドミントン協会長として
心からご歓迎申し上げ、どぅか健康に充分ご留意下さって暑い名古
屋の大会の中から、ほのぼのとした何物かを土産に郷土におかえり
頂けることを願って居ります。

遠来のみなさを接待申し上げる何物もございませんが、県民あげ
てみなさんのおいてを歓迎し、この大会がこの地方バドミントンの
振興に大きな意味をもちますことをお礼申し上げご挨拶といたしま
■ヽ

(七夕月27日 )
＾

．
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歓 迎 の こ と ば

愛知県立時習館高等学校

丸 山 美由紀

インターハイ。それはスポーツを愛好する高校生にとってまさ

に最大の
｀
夢、です。         ―

バドミントンに若き情熱を注ぎ、全国の予選を勝ち抜かれて、

この栄誉あるインターハイに晴れてご出場なさるみなさ
ん、本当

におめてとうございます。ようこそこの愛知県におこし下さ
いま

した。

私たちは皆さん方が最高のコンディションで試合
にのぞむこと

ができますよう最善をつくす所存でおります

選手の皆さん、コートの内はあなたがただけの世界です。何
も

考えずにシャトルを追って下さい。皆さんの内にみなき
る
°
若さ、

｀
情熱、 ミ闘志、を力ぃっばいぶつけて下さい。

皆さん方が、この日のために錬えた技力、練習の成果を思う存

分発揮されて、この大会を素晴らしい思い出になさる様
心からお

祈りいたします。
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昭和45年度全国高等学校総合体育大会役員

石井光次郎名 誉 会長

名誉副会長 大橋 1日進

竹山積太郎

会   長  官田豊太郎

野崎欣一部

桑原 幹根

奥田 良三

日中  覚

直木  通

西本 真一

蛯川 虎三

中川平太夫

大竹 金弥

行成 正春

三‖i 欣一

左藤 義詮  金井 元彦

副 会 長

名誉 顧 問

顧   間

高崎

山田

山田

大森

坂田

米吉

石男

清一

陽

道太

総 一

男

新

夫

　

　

徳

文

　

　

秋

　

　

義

田
　
谷
　
谷
　
　
　
田

岸

竹

東

　

　

前

高野栄次郎

牧野  毅

相佐 明一

藤野 源次

衣笠 一二

小竹  惟

西岡 武夫

東  俊郎

栗本 義彦

紫田 勝治

中力l  新

福島 恒春

前日  豊

束 竜太郎

=橋  誠

伍堂 輝雄

本田 弘敏

田中 季雄

南洞 邦夫

本田 英夫

下西 岩吉

浜田  博

池田 武夫

松尾賢一郎

吉沢正七郎

自井 康夫
三高 正已

寺井  久

須知 邦武

西′|1 義久

高田  通

橋本 順治

佐野 嘉吉

内田嘉兵衛

宮地  茂

大庭 哲夫

近藤  天

橘  喜朔

長谷
"l 
崚

船津 国夫

安川1  寛

稲山 嘉寛

西川 正一

嘉納 履正

松方 二郎

岡田 英雄

野中 義治

大谷 一雄

仮谷 志良

下位真一郎

檀  嘉次

湯り|1  宏

一谷定之重

河合 多三

橋本 繁蔵

浅井 政男

加藤 秀雄

小松 直行

新井 地之

林  正式

福田  蔵

西島 銀蔵

西村 勝己

奥野  良

佐伯 達夫

田畑 政治

八日 一朗

保坂 周助

山口 久太

山口 光成

田村 正衛

四角 誠一

大田 光雄

野坂  ,(11

荒川 清美

中島  茂

河内 義明

西口 栄三

有本 武ニ

八木清八郎

新田 秀雄

中村 良一

渡辺 捨雄

浜口佐治郎

橋本 大三

村芝 義邦

吉出  井

飯出 一夫

山口 秀雄

岡本 秀雄

青木 半治

小沢吉太郎

佐藤 朝夫

地崎宇二郎

人見 誠治

○○ 〇〇

湯浅 佑一

西川 政一

安井  謙

森村 義行

野崎  組

牧山 圭秀

月岡朝太郎

中沢 哲夫

北川 弥助

吉村正一郎

仲島 秀夫

赤堀 四郎

小林 芳夫

諏訪 卓三

仲谷 義明

大塚 竹生

川上 行蔵

石平 俊徳

林   浩

田中 実雄

片山 一夫

早田 昌二

天城  勲  木口  宏

今里 広記  靭   勉

河野 謙三  ′版 徳二郎

鈴木 良徳  竹腰 重丸

西野 綱三  野津  謙

福永 健司  藤木 宏清

両角 政人  柳田 秀一

松尾 静麿  東海林武雄

竹日 恒徳  山県 勝見

後藤 御二  稲田  勤

樋口  実  木村篤太郎

根岸  正  久保田 栄

戸張 樹一  山本 房生

吉田  清  川端 昇一

松林 芳美  井上 光男

西りll 良三  安倍  勉

西上 菊雄  山田 芳治

田中 楢一  高田 敏一

鎌田 左蔵  坂井 時忠

細井 二郎  永原  稔

岩瀬 繁一  鈴木 義苗

田川 亮三  栗本 音一

笠羽清右衛門 江守 清喜

平野 宗義  細川潤一郎

石田 1■古  田中喜一郎

原山 淑夫  中
"1 
哲夫

望月庄次郎  島田 博道

鳥居 史郎  蓮川 義道
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宇野 宗鮎  矢尾喜二郎
奥村 悦造  堀内 俊夫
西村 光一  青木 貞雄
川井健太郎  斉藤 了英
芝野 清一  堀内 民次
川崎 秀二  藤波 孝生
福本  弥  中沢 哲夫
小野 真次  中川  清
清水 善造  宮崎 辰雄
田島清左衛門 宇治田省三

谷口 重美  塩津 六郎
八日  植  井伊 直愛
米国 義男  富井  清
橋本 省三  谷  洋一

長谷川正孝:  大塚  謹
儀賀半十郎  慶谷 隆夫

与  石川 智亮  早川芳太郎
鈴木 弥門  菊池  正
高野惣太郎  藤田 二郎
菅原 久男  野田 親治
吉村 宮男  菅  重義
坂田 力三  古川 憲介
広 堅太郎  戸村 敏雄
清水  功  沢井 二郎
中谷 願1吾  松本  弘
荒尾 利就  金子 金哉
自戸  厚  荒巻 禎一
藤瀬 兼男  金子  昇
田村 八郎  此村 友一
池上 正信  小′!1 哲郎
奥村 博昭  藤原 弘道
竹崎 敏夫  福本松太郎
伊藤 政一  森

"1 
利郎

高山 光男  西川 弘之
井本 誓順  神前美津男
木村鷹之助  藤田 静夫
:1崎都香佐  吹田 大輔
深津玉一郎  山本 仁三

竹林  昇  乾  英夫
稲垣  優  浜中 嘉之

車野―郎平

置本 庄司

中垣内勝久

山本 松市

松浦 元雄

宗村 佐信
田端  薫

白崎 重幸

寺井弥三市

泉  俊夫

仮谷善仁老

中村 義雄

辰馬 竜雄

岩槻 茂男

杉戸  清

堀崎 秋生
高田 典衛

菊池 俊一

柳瀬  忠

藤井 澄文

井上源兵衛

日高 雅顕

岡本 寿郎

高畑 正治
土谷 繁雄

高城喜久夫

小島  毅
若松  茂
東   昇

関  辰児

平井 新司

福島 守雄

服部 孝ヂ

木下 善平
羽鳥 裕公

秋山覚治郎

国分忠之助

江口 鐘蔵
藤原 長司

愛須市太郎

山下 元利

佐伯  勇

田村  亨
郷   豊

粟野  正

吉田 逸郎

山口 孫一

福西 敬昌

宮崎 作次

野見 千吉

谷  泰雄

鍵田忠二郎

八木 米次

井上 毅義

長谷部半平

時田  修
望月哲太郎

吉岡 格六

鈴木  清

江川 清臣

渡辺菊太郎

染力1 光三

山本 義男
内山左馬造

井上 義忠

松井 利男

児玉 静夫

千田  巌
谷本 重清

末松  修
草薙 武吉

浦辺 秀夫

植村 邦正

牧野 源義

文室定次郎

藤原 信一

鳥羽 国松

速水  勉

綿田 捨三

津村 孝夫

後藤 俊男
米国 伝二

戸塚 昌博
岩崎  亀

斉藤 寿夫

塚本 秀郎

坊  秀男

関  牧翁

斉藤 尚一

水野 忠晴

'1卜

原 幹央

松本 伍央

吉川 政雄

森垣  壮

池山元次郎

西村 貫一

横田 励三

鈴木 健一

根岸 正一

清力1 安彦

石りll  出

鈴木 雄三

牧  真一

神内九一郎

菅原 清六

西日 善一

好力| 二郎

石井  良

中井 頼一

杉本 籠造

竹田 幸男
玉川 春雄

大当  宏
飯塚 一雄
封ξ望チ   |:E

黒野郷八郎

佐山  昇
佐々木貫也

中川 孝夫

渡辺福太郎

吉村 勝海
清水 隆乗

島日 久愛

谷口 秀雄
三雲 宗敏

熊谷  孝

梅村 光弘

室谷 文男

藤枝 昭英
正垣 通三

横山 通夫

長井源一郎

内藤 俊彦

神日 明治

参
山辺 貞雄
l[司 善助

平塚  武
森田 春夫

中村 義信

新屋敷文太郎

舎夷 成雄
萩  法雄
上回 光夫

竹口 昇平

松下 芳夫
牧野 庸雄
児玉 正之

泉  尭仁

根津 哲夫

渡水 猪作

飯田 勝之

中村 常夫

西居 義雄

中村 俊夫

林  宙田

安西三西生

黒川 誠一

高垣 俊雄
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芝 荒太郎

小林 重幸

側垣 雄二

中村 又一

松永 佐一

小林 良雄

湯野 正憲

松戸 節三

兼吉 太郎

飯村  健

林  岩雄

高橋 晃武

鈴木 義雄

岩谷 文雄:

半田  実

和田  弘

宇都宮 満

田原 敏雄

栗田 秋生

若林正一郎

山田  修

神谷 邦豊

松園  宣

北野 平三

梅原 貫靖

犬束 徳郎

中西 奎二

岩崎 正夫

植村 武一

刀称館正也

青山 真一

吉見 良助

鈴木 幸寿

尾崎  実

森井慶太郎

生田 英一

岡田荘之輛

藤岡 太郎

鍬田 恒雄

野玉 二郎

増田 善逸

増日  勲

曽根 貫一

笹尾故三輔

中村登代治

園田  修

奥谷 檜雄

衣川芳太郎

矢沢 慶一

赤塚  暢
刀称 康隆

中村一太郎

松本 正男

福井 一雄

辻  晃一

後藤 昭泰

坪倉  勇

下村 平八

藤原豊二郎

船田  譲

渋谷 恭一

横須賀 英

三枝  浩

三宅 悦次

八代 博之

岩切  明

中村淳一郎

」U野喜多男

鈴鹿  清

渡辺 成雄

森 栄次郎

蜂谷 留吉

工村 象亮

新家 敬一

大会委員長

大会副委員長

委    員

館野  進

高杉 隆三

栗原伝次郎

徳永 陸繁

安藤 松寿

梅田  嵩

戸嶋 正夫

野木村 浩

=村 成美

大西 正之

中り|1  武

井原 次夫

栗本 義雄

尾本 和男

栗口 二郎

町谷源次郎

九鬼 貴男

平岡 宕4

広沢  巡

砂子 寿弘

河野太喜造

小嶋  渡

小林  茂

上野 幸一

沢井  測

河田 利夫

黒田 清次

山田 文威

藤井  勇

石丸 二郎

安田 義富

池田 岩夫

中川原正実・

川崎 泰男

鈴木 一平

北山 敬一

岡  悌雄

出中 章喜

岩井 克巳

直田 直人

野原 隆治

山田 基男

長谷川寛治

川村 仁視

佐藤 典古

又木誠八郎

lr口  iF春

刀祢弥太郎

渡辺喜代人

吉田 正善

几川 次郎

高橋 和夫

小野寺卓男

田島 清ど

荻田 利治

野田 敏彦

安藤 朗市

北古 正一

塚崎 スヽ一

成田 7ヽ澄

土||」 武夫

武内 安治

遠藤  忠

松山 六郎

石川  宏

西尾他嘉志

鈴江 敏則

回中 i兼一

浅野  怜

久保 良祗

大森小四郎

河村 正雄

上田 忠男

清谷 宗脱

好岡 義兼

森下伊三夫

和歌山県実行委員会委員

京都府実行委員会委員

静岡県実行委員会委員

福井県実行委員会委員

滋賀県実行委員会委員

大阪府実行委員会委員

愛知県実行委員会委員

奈良県実行委員会委員

兵庫県実行委員会委員

二重県実行委員会委員
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大 会 役 員

名 誉 会 長

名 誉 副 会 長

大 会 会 長

大 会 副 会 長

日本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 長

愛  知  県  知  事
名 古 屋 市 長

全 国 高 等学 校 体 育連 盟 会 長

全国高等学校体育連盟副会長

本 田 弘 敏

桑 原 幹 根

杉 戸   清

宮 田 豊太郎

高崎 米吉  清水
大竹 金弥  山田
西木 新一  行成
村岡 四郎  広田
靱   勉  松下

日本 バ ド ミン トン協会副会長

愛 知 県 教 育 長

愛 知 県 バ ドミン トン協 会 長

愛 知県高等学校体育連盟会長

名 古 屋  市  教 育 長
(全国高等学校体育連盟顧間)

(日本パドミントン協会長顧問)

上野 秋造
竹谷  新
牧野  毅
森友徳兵衛

栗本 義彦

小松 直行
石平 俊徳
岩下 富蔵
田中喜一郎

自山源二郎 松葉徳二郎

磯村 弥八  亀谷 森一

正男

石男

正春

兼敏

正寿

間

与

(愛 力1 県
(愛 知 県

教 育 委 員 長)

教 育 委 員)

仲谷 義明
後藤 卸二
藤野 源二
辻  晃一

細川潤一郎

両角 英運
高田  通
尾崎 闘般
石渡 俊一
山田 文雄

渡辺 捨雄
相羽 義一
後藤 金好
横山 通夫
江口 鐘蔵
松坂 佐一
加藤 善三
1峰り|1 静代

藤崎 寛行
飯村  健
吉岡 格六
藤井 澄文
野田 親治
井上源兵衛

鈴木  清
飯塚 一雄
江川 清臣
山田 清一
東谷 秋夫
三浦 欣一

大竹 金弥
直木  通
松戸 節三
小竹  惟
大森  陽
石川  保

邦

之

吉

義

迪

壮

村

井

田

芝

新

石

(愛 知県 体 育 協 会 副 会 長)

(名 古 屋 市 教 育 委 員 長)

(名 古 屋 市 教 育 委 員)

(全国高等学校体育連盟理事長 )

(全国高等学校体育連盟事務局長)

(都道府県高等学校体育連盟会長)

山木 仁三  深津正-1,

杉′||1 栄三  水野 鈴一

菊地  正
庄司 善助
高野惣太郎

菅原 久夫
渡辺菊太郎

相佐 明一
高野英次郎

西本 真一
玉川 春雄
菊地 俊一
森田 晴夫
菅  重義
古川 憲介
新尾敷文太郎

吉村 宮男

牧野  毅
中村 義信
藤田 二郎
柳瀬  忠
行成 正春
深津  任
大富  宏
藤井 澄文
衣笠 一二
竹谷  新
三浦総一郎

平塚  武
山田 石男
染
"1 
光三

高添 泰厳

0∩~ Zυ  ~



(日本バドミントン協会参与)

(日本パドミントン協会理事長)

(都道府県バドミントン協会長)

愛 知 県 教育 委 員会教育次長

名古屋市教育委員会学校教育部長

名古屋市教育委員会体育保健課長

愛 知 県 教育 委 員会体育課長

愛知県パドミントン協会副会長

愛知県高等学校体育連盟副会長

実 行 委 員 会 副 委 員 長

実 行 委 員 会 委 員

角口 賢三

川端 昇市

地崎字二郎

米丸 芳男

市川 十郎

宮下 与吉

小日 政雄

金森 藤平

加藤 義孝

田原 文雄

天野 辰雄

藤田 庸右

野島 一翁

藤田 義光

林  義郎

須郷悦太郎

浅野喜代治

額賀  修

小柴  貢

日野 貞夫

滝口  進

九頭 紋七

上条 密門

織田 喜一

俊成  蕉

稲福 盛輝

秋吉  昇

森川

松園

倉橋

尾関

川村

田中

浅野

松橋 藤吉

栗本 義彦

松下 正寿

山本砧二郎

今井 鎮
=|:

回島  司

永末 英一

中村  健

原  立市

入交 庄子

荒木  実

梶原 景光

米沢  滋

小島忠左衛門

押切 朝吉

井上 ′忠o雌

朝倉 良三

矢部 喜一

広田 兼敏

中尾 喬一

鎌田 通海

藤井 二男

石渡 俊―

中村英太郎

金子  昇

上野  正

藤瀬 兼男

長谷川参三

伊藤 政一

後藤  淳

大原 義政

渡辺 成雄

川口 祥一

西村 恭一

林  博之

服部  孝

伊藤 鑢一

河村 正雄

須賀井 喬

古川 敏治

各務 通則

植村 邦正

森   操

樋口 秀夫

安藤 朗市

森下伊二郎

郎
　
Ｅ
　
吉

利

　
，
　

元

●

■
■

　
，

敏教

浩史

章喜

怜

大会委員長

大会副委員長

大 会 委 員

(全国高等学校体芦連盟パドミントン部長)

(全国高等学校体育連盟パドミントン部副部長)

(愛知県パドミントン協会理事長)

(愛知県高等学校体育連盟理事長)

(愛知県高等学校体育連盟パドミントン部長)

(全国高等学校体育連盟 バドミントン部

小林  茂

遠井 稔雄

渡辺 成雄

河野多喜造

口中 章喜

山本  博

雄

組

加

魏

鄭

締

内

越

塚

見

嶋

倉

山

宮

篠

里

中

熊

赤川

中山

伊佐

新井

本郷

不破

賢二

二郎

三郎

威

節生

裕

森  正三

松浦 宜三

五十里光秋

牧野 建夫

大世古吉弘

飯田 良信

市川 和司

阿部 裕和

井上 敬一

秋山文太郎

金子  忍

松下幸二郎
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辻  広之

岸  研一

山根  怜

中力1 勝清

山本 八郎

松尾 良行

別府  照

中西 禎二

野村 淳平

石井  実

山本  博

山田 正明

穐山 正雄

今村 正道

小野寺照美

佐藤

河合

石原

石丸

佐藤

博

満

幸雄

良男

吉之
ゝ
・

(全国高等学校体育連盟 ′ヾドミントン部顧間)

柳  一夫

谷   亮

(都道府県高等学校体育連盟理事長)

鳴海 哲男

河田 利夫
竹田 芳夫
又木誠八郎

和国  宏
嶋田 重春
砂子 寿弘

兼吉 太郎

藤井  勇
土居 武夫

 `    日中 謙―

(日 本バドミントン協会常務理事 。理事)

小宮 淳宏

市J:智二郎

菊地 利明

松本 弘充

高橋 重夫

村岡 則章

増井 益二

並木万次郎

山本 邦彦

里見 光徳

森  義雄  安楽 末夫  伊沢 二郎

奈良  ヂ

佐藤 典古

遠藤三智男

石りII  宏

直田 直人

西尾他嘉志

森田 正英

中村麒児郎

刀称弥太郎

中′|1  武

岩切  明

岩谷

松山

黒田

花輪

文雄

六郎

清次

民夫

笠岡二三登

中西 由之
石丸 二郎

栗田 秋生

戸島 正夫

横須賀 英

高杉 隆三

吉田 正善

山田 文威

岩井 克美

館野  進

大西 正之
八代 博之
渡辺喜代人

上山 徳福

美
　
一　
勇

成

恭

村

崎

倉

三

塚

坪

高倉

伊藤

小飼

毛利

浅岡

和田

秋元

吹田

加藤

正治

基記

栄一

清志

武

寿

信一

修一

三夫

相場

上原

佐藤

内田

中島

大場

榎本

布引

福田

清一

正士

芳郎

正博

寿格

直美

彦次

修二

武

五十嵐正信

岡村 英男

内藤 安11[

佐々木隆夫

石原 幸雄

管原  元

神谷 一三

牧野  武

増田 保夫

大須田良作
―

小出 沢悟

大竹 健司

寺田  寿

新見 泰志

日高  11:

(都道府県バドミントン協会理事長)

鈴木 忠雄

野中 正稔

内多小五郎

伊豆  晃

倉光 忠雄

富田  新

仲村 寛市

大岡

田村

関

青木

橋本

福田

松尾

英相

1専

巌

昭二

角市

芳正

良行

板姑

玉手

塩川

宮崎

植日

丸山

庸

ili

l長

博宣

嘉久

降房

レ
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(愛知県バドミントン協会理事)

(愛知it高等学校休育連Wl常任理事 )

(名古屋市教育委員会体育保健課)

ヤロ

小川

稲垣

前沢

都筑 金助

野口  勇

立松 建市

西野 淳造

上原 信彦

水野 権市

野口  譲

岡垣内 FI':

鈴木

青山

伊藤

多賀

伊藤

栗田

萩原

北田

勇

敏郎

鍍一

純一

昭司

通

岡1

寛一

加藤

目崎

各務

鈴木

稲熊

尾関

松本

小沢

二郎

久男

通則

英二

文隆

敏教

安志

靖彦

後藤

服部

油井

田中

中野

小林

大村

森岡

石川

松島

守

興治

秀男

章喜

正紀

洋栄

真司

聖友

充重

フt

鈴木

伊藤

渡部

加藤

稔雄

功

了雄

弘

利次

友善

健一

|千

渡辺

木下

昭治

匡弘

山本 八郎  恒川  克  新屋 哲夫

中野 市子  
「
木  恵
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山田 惣吉

高木 敏幸

小黒  肇

竹田 昇一  人野  岡|1  内藤  思



日本バ ドミン トン協会公認

本年各選手権大会全部採用

Yo M.ミ セ キ ネ ッ ト

(本 大 会 使 用 ネ ット)

第 1 検 定 以 来 合 格

いつも安心してプレー出来るネットです

是非御指命御愛用下さい。

ミ セ キ ネ ッ ト製 作 所

埼玉県 幸手町中 1丁 目7--4

TFL 04804(2)0379

ロ

ヽ

ヽ
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総 務 委 員 長

総 務 副 委 員 長

総   務   係

式 典 表 彰 係

受 付 接 待 係

プ ロ 販 売 係

会   場   係

救   護   係

〔運 営 役 員〕

日本パドミントン協会常務理事

愛知県高等学校体育連盟パドミントン部長

愛知県パドミントン協会理事長

伊 藤 鍍 一

日 中 章 喜

渡 辺 成 雄

宿   ,自   係

(主 任)

(係 員)

(補助員)

(主 任)

(係 員)

(補助員)

(主 任)

(係 員)

(補助員)

(主 任)

(係 員)

(補助員)

(主 任)

(係 員)

(補助員う

(主 任 )

(係 員)

(補助員)

(主 任)

(係 員)

(補助員)

瓜 生 研 二

伊 藤 雅 子

岩 沙 真 弓

杉 原   洋

文 本 京 子

木 村 澄 江

荻 野 美佐子

堀 ,こ 違 也

大 橋 敬 子

桜 井 恒 久

伊 藤 昭 司

尾 関 敏 教

有 賀 教 明  大 池 恵 子

岡 垣 内 章

鴛 田  徹   木 村 ニロウ

加 藤 みよ子

本 間 文 雄

熊 崎 みどり   小笠原 伸 枝

永 田 尭 澄

鷲 野 栄 子   神 谷 美也子

名古屋電気工業高等学校吹奏楽部

大 関 洋 子

加 藤 由紀子  奥 村 扶美代

伊 藤 文 江  杉 浦 明 美

亀 井  勇

渥 美 美恵子  内 田 幸 江

伊 藤 金 次

犬 飼 登代子  木 下 吟 子

立 木 いく子

鬼 頭 英 ニ

上 野 悌 司

加 古 幸 博  殿 谷 正 行

郎

人

敏

直

山

柳

青

黒

松 本

長 坂

犬 飼

水 野

高 井

′jヽ  り11

安 志

美千代

美貴子

桂 市

茂

真知子
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競技役 員長

競技 委員長

競技副委員長

競 技 委 員

進 行 係 (主 任)

(係 員)
(補助員)

記 録 係 (主 任)

(係 員)

`補

助員)

報 道 係 (主 任)

(係 員)
(補助員)

掲 示 係 (主 任)

(係 員)
(補助員)

放 送 係 (主 任)野 口

(係 員) 星 野
(補助員)大  ロ

〔競 技 役 員〕

日本パドミントン協会理事長

日本バドミントン協会常務理事

愛知県バドミントン協会理事

愛知県高等委校体育連盟

バドミントン部副部長      |

日本バドミントン協会競技委員委員

相 場 清 一  岡 村 英 男
宮 永 武 司  登 坂  洋
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長 沢
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富士男

千 明
洋 子

信 香

日本バドミントン協会常務理事

二重県パドミントン協会理事長

静岡県′ヾ ドミントン協会理事長

愛知県パドミントン協会理事

松 本 正 幸

河 村 真理子

小 飼 栄 一

伊 豆   晃

塩 り|1  市

後 藤   守

千田 真澄   萩原  円1
彦坂 好朗   小野田百三
大島 良和   小沢 雅美
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(係 員)

審 判  長

副 審 判 長

伊村  隆
水田 重幸
福井 健介
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今中 輝夫
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審 判 員

線‐  審

西野 淳造
岩井 正好
渡辺 泰竹
高桑 周太
有村 章親
磯部  勝
加藤 信義
角  武
高橋 英俊
松島  保
杉政 和男
松波  譲
佐治 義道
菅井  孝
′jヽ椋けい子

大橋美知子

竹内 律子
伊藤 威澄
雑花  隆
川瀬 章治

岡田 隆満
川口 要治
遠藤 あや
服部 博保
本堂 親愛
高橋 克彦

高木 紀子
中嶋 鎮也
芳賀 信幸
深津  登
松井 礼子
市力1 淑子

滝  啓子
長江 幸子
三原口孝道

大塚 光枝
松沢喜久代

加藤 敏久
小林 明則
森  大介
柴田 文恵
玉谷 和江
小野比差子

迫田真由美

渡辺 景子
藤森 敏雄
小塚 晴代
安団 邦子

稲熊 文隆
成田 寿夫
今井 清満
平野 勝利
水野 久雄
鬼頭  広
西山  孝
清水 英幸
宮川  清
太田 節子
小林 一宏
加藤  忠
山岡 義人
津田 正勝

出戸 伸夫
上原 信彦
天野 末広
松井 豊子
松本 文和
浅井 和子
尾藤 文司

三宅 裕子
江口裕紀子

篠田 忠明

上野まきる

牧野 真理
清水 次郎
古田 一浩
山田  勉
平井 賢一
石原  明
相星 明美
古

"I 
直仁

牛島 秀雄
橋本 香代

吉川

泉

田村

岡田

本谷

楠瀬

村瀬 宣子
清水 秀二
牛田 保夫

堀田 紀子

多賀 純一  樋ロ ー春  illl井  秀男
石川 裕和  金子 康志  加藤 正人
皆川1 英雄  片山  克  渡辺 順三
横原  勝  藤井建次郎  加藤 和男
土井 孝夫  ‖[沢 嘉彦  鈴木 健文
岸本 幹夫  官村  薫  岩田  忍
梅木ちか子  鈴木  勇  下田 光男
庄司 絹子  竹本美千代  森川三津夫
竹崎 春男  永野 和郎  鏡味 常信
佐伯外興昭  小森 徹郎  長谷川敏彦
安沢 武司  板壇 善憲  上野 明美
竹中 礼子  小沢八重子  金子美和子
加藤  聖  外山  林  中橋 友行
小松 英明  小川雄一郎  奥野 哲次
磯部 善司  森本 正明  千葉 和義
高橋 孝子  伊藤 昭司  高橋 勝己
日i甫  勇  大村 鐘造  落合徳太郎

水野針一郎  森   茂  神谷  勲
末野  勝  中根 千秋  山内 省吾
増田 元晴  日合 晃一  後藤 路広
中畑 敏夫  池田 節夫  神野 隆一

平野 博久  村上 敏行  鬼頭 文男
松井 啓子  中西 丹美  丹羽 純子
松本 幹夫  松尾 裕二  竹内 幹仁
(山形県バドミントン協会う 斎藤信一郎
(二重県パ ドミントン協会)南   善雄

水橋 紀子
(岐阜県バ ドミントン協会)天 野 鎮一

(静岡県パドミントン協会) 植松 忠裕
香回  優  佐々木諾―  菅沼 英雄
鈴木 広和  長坂 昌登  増日 桂治
高林 一夫  梶村 康彦  河合美奈子
中島 啓子  永井 陽子  成瀬 弘美
山本千‖.子  加納 則子  小川 真弓
松井 洋子  水野 智子  大竹土岐子
前日 朋子  本多 佐保  宮腰 淑恵
香村 司朗  成瀬 育代  鈴木美佐代
中根万里子  原 理恵子  町田 京子
石居しず江  大石 一史  鈴木 和人
吉田  聴  黒川 裕司  渡辺愛一郎
竹田 知平  大脇 隆志  田辺 久人
長瀬 君子  小野口雅子  永吉 京子
湯浅 明美  黒日 明子  佐野三恵子
山内  悟  稲見 真一  河野  久
中島ひろ子  酒井 真澄  塚本 澄江
松瀬 満里  長谷川ひとみ 小川1 春子
宝力 京子  中川美智子  吉田 哲也
儀満克比古  竹居  豊  林 のり子
深谷 洋子  山本由美子  塚木喜和子
牧野 芳子

肺
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一
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沢
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井

目

伊
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人
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子
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文
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直
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野

江

島

部

輪

羽

新

　

天

藤

中

阿

二

丹

加藤裕喜恵

林  茂子
久係田日出夫

高木 寿子
八重樫美河子

田尻 耕治

鈴木 雅己
吉田 啓二
松下 清子
柳生 光枝
木全 未帆
金山美代子

加藤 宜子
東条 有子
尾崎 早苗
水谷加津美

中田  稔
豊島 達也
宮崎 裕二
川合 陽子
堀田 和代
杉村 陽子
吉田 寿江
伊藤 1を彦

寺田多美子

岡田 宏子
木村 秀夫
鈴木 宏寿
岩田八千代

口中千香子

河田 光彦
小出 洋子
加賀 弓子
山本 啓子

熊谷 恵子
児玉 菊美
西出 悦子
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夢のラケットが…

―実現しました/
まさに世界最高の選手用
スチールラケットグラード
が誕生しました

ゴルフ タラブの シャフ ト.高級 スキー

杖 にftわ れてその強靱性 が認め られてい

るクロームモ リブデ ン期 を使用 した グラー

ドは強靱 その で,の で これに優 るラケ ントはあ

りません。 まさに驚異の ラケ ッ トです。
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新製品
世 界 で始 めての

油 入 り特 殊 ガット.4′
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11)

総 合 的 な 注 意

ぃ             _       ■  ‐        |

_   |」    ′   __                .12)

13)

14)

15)

田

じ0

2U

92

|,競 技 上 の 注 意

(6)会場さ定刻45分前までに到着、日1体戦3G分 まえまでにオーター」‖紙を進行係へ提出してください。

17' この大会は競技開始の||,1序をつぎのように行ないます。

① エン｀リーされている者は全it、 25分前になったら',合所へ',列しまずっ

② 15分前に行進て入場します。

③ あいきつ後、3分 11づつ練習時間を 'ナえ、第 1ダブルスから始め三十.

④ ゲームの進行状態に応して 2コ ートで並行して試合を行うことがあ |,ま
~■

。

(8)葉権とみなす時間は、30分前までに (ま たは、指示のあった時間までに)オーダー提‖iがないとき11、
':ハのしめ切り時‖11(20分前 )に集合しなかったとき。

(9)ベンチヘ入ることのできるのは、当該試合の集合所へ集合したエントリーされた者のみです。

(lo すべて 3点先取で終了します。

(■ 1 選手の変更は、監督・主将会議をもって最終のものとしま
~「
.

(1カ プレーヤーは、余分な発声を厳に慎しんでください。
(13 1:審が認めたタイム以外はいっさい認めません。

111 個人戦については会場へ定刻30分前に到着していてください。

(19 この大会は、競技開始をつぎの||『1序で行ないます。

① 監督 (ま たは、エントリーされている者のうち1名 )と 当該プレーヤーは、20分前に集合所へ整列します。

② 10分前に行進で入場します。

③ あいさつののち、両者同時に3分間の練 _1時間を与えます。
(10 ','権 とみなす時間は、15分前です。

(17 ベンチヘ入れるのは、前記 (9)のみです。

(10 選手の変更は、いかなる理由でも認めません。

◎ 審 判 上 の 注 意

審判団は、厳正公平にその任にあたります。

1 会場内の附属物にシャトルが当ったときは、フオル トとします。

競技規則第12条、14、 16、 2条などを特に精読しておいてください。
, つぎのような欺まん行為に注意しましょう。

① 汗ふきやクツひものしめかえ 。
② 極端におそいレシーバーの構え。
③ サービスするまでに極端にながいサーバーの静止。
判定に対する基本的態度は「疑わしきは罰せず」て行ないます。

「抗議」はいっさい認めません。それとおぼしき言動には応しかねます。不審なときは、ネL儀 1ビしく当該ブ

レヤーか監督が上審に「質問」してください。もし、その判定に服しないときは、 その試合を放葉したものと
見なします。

1 映 議」の41し 立ては、:ど類で、競技委員長に提出してください。
1 全試合終了のあいさつ後、コー ト・サイドのプラカード前に整列し退場します。
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バドミントンシューズの決定版
ついに登場 !
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河崎 ラケッ トエ業株式会社

東京都台東区台東 2-28-
TEL(831)-9161-4・ 1884
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カワサキの技術が冷酷なまで

に、計算 し尽 くした結果、世

界最高のスチール、 トルーテ

ンパーの使用でイチ ョーを短

か く、シャフ トを長 くしまし

た。その為に柔軟性・弾力性

がつきコン トロールは抜群 で

す。又ラケッ トの頭部 を軽 く

し、先軽に したために、ラケ

ッ トは軽 くな り、バランスが

よく、大へん振 りやす く、ス

ピー ドは最高です。グリップ

サイズは他メーカーにない独

自のグリップサイズ(三種 )に

なりました。
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:0 ■田 ●■・ =辻 清子 (県 t 諄 1lP,`  オ)

11 西力| ●子・吉岡ひとみ (興 立 日 和 佐・篠  島)

l 暉崎 =子・疇内 ヽ子 (成 安 女 デ・ ,i:  椰)

2 薔尾 弘子・林  壼子 (県 t宇 治
`1田
・二  重)

12 ′1ヽ川久美子・力腱晏美子 (県立福山■口・広  ヽ)

il 平, 克●・ ●●美代志 (県 立 古 原・1) 日)
14捩上 に子・ 川体 弘子 (県 立 吹 11・ 壼 兒 島)
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48

49

"
51

52

ヽ

,

"

"
57
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"
∞

61

02

6,

“
65

“
67

“
69

Ю

71

″

川東 '■・森  "実 (彙立薔通寺第―・香

'1■
 秀■・斉鰤万喜子 (弘

"学
院奎■・ 青

人久保喘災・岩岡 和
`ヽ

(彙立● 山積■・福

す1上富十′・ 渡辺きとみ く颯立 甲府

"二
・山

島川みどつ・村崎 教美 (県 立 新 宮・ 和

佐薔 壼 r・ 査下忠実子 (彙 立 饉 ′ll稟・●

｀|1 昌 r・ 矢野 崚子 (■ 佐 女 子・苺

営ネイ`夜デ・高情 峡子 (" 月 ■ ■・新

「
l村せつ子・西蝙喜代子 (颯 立 彦 根 西・ 置

大■  録・池田 0江 (颯立
=田
女子・ ●

成厳 青
`ヽ

・石原しず江 (彙 立 壼 田 責・■

″

幻

″

′′

′

,

タ

15 日椰喜代子・■沢 和子 (県立鳳沢屁薦・ 岩  子〉
!6 "木 由紀子・ 7i内 信子 (●生市立腐■・ 群  月 )

17 ,島 ■美・ 高薔 美子1(県 立 三 4■・新  ■)

18 鈴木夫佐代・岡田 宏′ (県 立 豊 口 東・愛  知)

19 ■嬌ヒフミ・十亀葉轟子 〈県 立 ● 治 北・彙  掟 )
20 ●野 裕 r・ ●11山美r(■ 喘 」ι :l.市 北海道)
2' 平井まさ7・ 奥谷ゆう′・ (県 こ れ 問・青  森)

22 山11昌 r・ 長谷川三代子 (県 立
`棋
西・滋  賀)

23薔ラ10′ ″j、林 敏■ く県立■岡 女 r・ 栃  木,

2, 日所 静子・適田 0子 (県立書洒ケ
"―
・ 香  ′11)

" 
佐々木セツ子・商●由美子 (吉    ●・ 和 歌 山)

2' 下地 幸工。大繊 明夫 く都 硼 商 業・
"  11)30 ●山実代子・千葉 陽子 (県 立 平 市 案・福  島)

31 ′,ヽ瞑 ■崚・●瞑彙美子 (横浜女 子薔■・神 茶 ′11)

02 籠丼 疇子・ ■綺 明子 (県 立 上 市・菫  山)

,3 ■古与壼子・秋本 幸子 く四 条 ■ 学 日・大  阪)
● 饉口 省子・■井 民子 〈

`●
立 長崎蘭奏・ 長  崎)

35 森口 博子・ 口比野悦子 (富 田 女 子・曖  阜)

2 治水 ■子・失口 節子 (県 立 材 ●:"・ 11  形)

25 ■■千
=子
・ 濠谷 正子 (昭 和 学 掟・ 千  葉)

26 暉迫ミエ子・ 林 寿美子 (山 疇 女 子・ 岡  山,

38 ′lヽ野 山■・田島いつ子 (■ `. 女 テ・高  知)

37 前田 =F・ 山岡 0子 (彙 立 金 吉 百。鳥  承 )

“

関口 由江・稲垣 和美 (千 Fヽ 口女学■・ 東  京)

安●多美子・花厠 邦子 (颯立「1司 薔案。■  日)

イi田 雅子・吉田 オ子 (山 暉 女 子・岡  山)
:1本真歯■・●H久 美子 (彙 立 串 木 ,・ 饉1児 ●)

大河内幸ア・中付 お子 (市立′11口 女子・薔  ■)
和沢真由美・｀野 |IF(峙 1日 女 学 院・宮  ■)

大内 ■ 1・ 佐々本僣子 (蠣 島 こ ● 、に北海■,

''澪●玲

'・

●城 初工 (嗜球
"立
知全 。沖  

“

)

鈴木去知了¨!颯ふみ子 (彙立石口,こ・茨  4)
伏賠 代 r・ 勁川ひとみ (彙 立 平 薔 葉・ ●  ●)
回11 ■■・野島チエ子 (県 立 高 ● .山  口〉
山口 =c・ に百

“

代子 (■・田 女 子・ 崚  颯)
谷 茉津イ`・ 尼崎 初子 (蔵 彙 女 子・京  ●う
山森 明災・黒日意美子 (● ■ 女 子・■  11)

秋木八代■・西尾真理子 (四 条 嗜 学 ■・ 大  腋 )
薔原 美晨・橋本

'憲
美 (彙ユ● ||=疇・広  島)

|1田  和実・平鋼百合
'(颯
立小松島西・饉  島)

民内 清美・笠原 ●子 (昭 和 女 子 うに  分)
官田山美子・■● ●7(市立長崎書彙・ ■  ■)
●川薔佐了・石田 勝贅 (■ ● ● 修・

"北
海迪)

神11■佐栄・鮨林

`美
子 (■立●生女子・ 澪  ■ )

河口 和 r・ 関奮意美子 (込 江 黎 政 .3  ■ )
日椰意美子・佐藤せい子 (彙 立 羽 篠・秋
ス山 疇子・1[野 電蒸 01立 平

=商
■・神

東 佐曽■・ 大西イヽ夜子 (彙 ■ 長 島・ 三

4｀口 '亨 子・
=Ⅲ
 め子 (館 ネ 市 立・熊

イ:丼 崚江・川o雄●子 〈■ 口 学 ■ 。長

本付千二子・ 宙木由美子 (■ 立 新 庄 北・ 山

田颯 分 F・ ●● 歌子 く颯 立 今 治 北・■
1と沢 息子・饉原 光子 (薇 訪 二 ■・■

伊薔美代子・及力| ●子 (嗜 :| ■ 腱・ 千

大

'百
合子・ |1田  和子 (名古■女子南拿・■

日■ ふ子・ ●楽 ゃ● (県 立 倉 吉 西・3

月口美奈子・ ,薔 洋子 (県 立 書 石 自・
=

森田 春子・三浦 和子 (彙 立 濤 饉・ 石
′

'■

二田子・ 大,三夕子 (■  店  菫・ ■
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「F)

川)

京)

39 矢饉■由表・ 高襦 節子 (亀 訪 二・案 。長  野)

0 熊谷 月彙・ 恵
^ 
早美 (扇     ●・ 人  分)

41 月  工子・
"木
 清香 (高蔵女子市彙・ 愛  知)

42ヽ口恵美子・山■ 恵子 (県 立 商 薇・ 山  口)
43沐■ 求子・ 川村 和工 (彙立下鮨第二・茨  城)

“

 焼口 薇子・ 口官佐知子 (市 立 ― 条・茶  ■)
45松出 京子・石旧 紀子 (県立全沢二水・ 石  ′||)

467i颯 まさ江・■妻たさr(県立■ ■女―r・ 宮  崚)
47 11●:1 ,■・丼薔 秀子 (“     商・ 1口嚇 適)
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男 子 シ ン グ ル ス 組 合 せ (92)

1山口 克志

2 大久保裕嗜

3 崎原 徳―

4 田島籠太郎

5中 1キ 宣行

6i和田 :8-

7 竹野 颯博

8 坂木 質二

9 ′卜林 敏行

10 浜中  彰

11 美田 修光

く札 曖 工 栞・南北海道)

(県 立 神 戸・兵  庫〉

(那 硼 ■ ■・沖  縄)

(県 立 明 ■・福  岡)

(県 立松江商業・島  根)

(県 立 若松商東・福  島)

(県 立新潟商案・新  潟)

(県立柳井商工・山  口)

(傷 生市立商彙・群  馬)

(松  :1  東・愛  嫁)

(名古屋■気工彙・愛  知)

美ロ

弘

則男

仲―

洋

裕雄

公明

健―

昭弘

正弘

春男

(県」′富山 |“ 彙・
= 
山)47

(県 立 倉 吉 東・鳥  取) 48

(県 ′ ,甫 和 西・綺  工)49

(洛     星・京  都)"

(県立小松鳥西・徳  島)51

(県立富士官北・

" 
岡)"

(県立 曰田機工。大  分)●

(県 立 須 坂。長  野)54

(県立会津工案。

` 
島)“

(聖  学  院・東  京) "

(帯 広 三 条・北北海道) 57
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小浜

1.|11

小彗

名

"|
ド木

,1藤

人略

|1野

工口

松 井

小■
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II藤

近藤

1を藝

`ヽ
'I

人前

藤原

"1●

ι′

フ′

η
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み

ユ

`2

"

お

武人

崚

悦男

良4

オ機

欽治

修

吉寿

幸

善ま

憲

歳文

η
●
´

,2 福谷

13 成沢

14伊 藤

15 ′卜原

16 脇ロ

,7 工谷

18 11!木

19 :石沢

20 原口

21 今丼

22お 橋

" 
大束

24棄

25佐藤

26 与口

27 丼崎

28 柏木

29 足形

30 長島

31 高輌

32 大倉

33 九山

" 
伊

“35 蜻井

36 松●

37 工士

38 瀬良

09 阿椰

刹 高精

41 内田

42松井

43 牧田

“

 山田
45森

46市 け

康司

藤え

光省

雅弘

茂構

文貴

稔

正姜

勝見

進―

美文

像次

(広島県」U!l工葉・広  島)

(県 立 日 り||・ 山  梨〉

(県 立 石 山・滋  賀)

(崚  嘔  東・岐  阜〉

(県 立 大 聖 十・石  ′1)

(洛     甚・京  都)

(大  官  ●・埼  玉)

(鹿  児  島・鹿 児 島)

(日 本大学 山形・山  形)

(高 知 商 業・高  知)

(■     ln。 長  崎)

(県立新官南業・和

(県 立 熊 本・熊

(高 知 商 業・ 高

(県立伊勢工棄・=
(関東学院六浦・伸

(県′黒沢尻北・岩

(県 立勝山精幸・薔

(■     浦・長

(県 こ産根工栞・滋

(広島県北り11工薬・広

(秋 田 ,li立・秋

(名 ri屋電気工栞・■

山) "

本)59

知) m

重〉 61

,'I)   12

■) 63

井) 
“崎) 65

費) 66

島)67

口) 
“知)09

“

′′

t志

泰之

智治

親

直

"
.・雄

′睛

彰

泰

“●己

秀弘

保利

歌

奈

(県 立 工 共・宮  城
,
券

ι

∂

′

″

η

タ
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夕ι

″
′

´
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(工     強・茶  良)

(秋田饉綺大学時風・秋 田)

(高 松 商 業・香  川)

(県立伊券工業・二  重)

く県立境落工彙・鳥  取)

(千 = 市 立・千  葉)

(県 立 富 士・静  岡)

(県立真岡農業・場  木)

(県立 曰口林工・人  分)

(伊  都  ヨヒ。長  野〉

(県立青森工彙・青  森)

(帯 広 農 彙・北北海道)

「1下  昇 く高 松 第 一・香  り1)

●城 迫t(那 覇 蘭 案・‖'  ●)

中川  肇 (工     別・南北海道)

渡辺 英作 (■  阜  東・岐  阜)

川込 祥雄 (県 立 木 更 津・千  葉)

富口正四郎 (県立下関中央工案・山 口)

飯野 佳孝 (県立三乗商栞・新  月)

南末 宏祝 (県 立 松 工 」ヒ・島  根)

藤口  武 (桐生市立商策・群  属〉

'F浦

比呂己 (九州共立大学八僣西・ 福岡)

1口11 `:(県 ″ 工 来・官  城)

え木  孝 (Hl    南・兵  庫)
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信之

恭司

信明

ll

信夫

啓―

利之

米造

茂行

英文

(県立富山商彙・■

(九 州 学 院・熊

("立 布施工案・大

(名古屋電気工案・彙

(専 修大学北い 岩

(県立平塚商棄・神

(玉野市立備南・岡

(福     井・福

く県 立 新 宮・和

(県立徳島商業・徳

(「l大

"ケ “
・東

山)

本〉

阪 )

知 )

手 )

奈 川 )

山 )

井 )

歌 ,い

島 )

京 )

,;l= 孝之

須見明世治

水口 修治

斎藤 和H

■安 良造

全口 "造

竹村 勇治
t卜村  僣

酒井  菫

イin 正彦

1`本 側之

(松  II  東・

(県 立 石 橋・

(鹿 児 島 商 業・

(東 央 姜 塾・

(県立倉敷工衆・

(天     理・

(金 沢市立工業・

(名古屋電気工実。

(府立茨木工業・

(市 立甲府商茉・

(口 木大学山形・
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女 子 シ ン グ ル ス 組 合 せ (92)

1 陣内 裕 ′

2 下地 ■江

3 藤原 美校

4 平井まき子

5 長谷川京子

6 に薔美代恵

7島 崎 昌子

8 横田 丈子

, 大久保崎美

10′

“

膀 0子

11 秋山 陽子

(成 安 女 子

〈

"ヨ
薔 ■

(彙立槽 山 幸 疇

(県 立 浪 円

く輌 口 女 子

(員 立 吉 原

(■ 佐 女 子

(昭 和 女 子

(県立慶 山 崎 事

(松     蔭

〈県 t平 琢 商 業

・沖

・広

・青

・東

・

"
・ ,fb

・大

・福

・兵

・神

都 )

● )

島 )

森 )

京)

岡 )

,:])

分ヽ

■ )

庫ヽ

茶 ′||)

秋本人代夫

中村千恵子

口比野

'7
伏見香代子

■  久子

前田 誠子

小野山 ■

1,橋  節 r

"木
真短l fl

山田 和 1

日迪 ミエ丁

'|'け
久美 ,■

(四 矢 中 学 日・大

(昭 和 字 院・千

(富 口 女 子・岐

(彙 立 平 商 案・ 福

(県 立 円 司 」ヒ・ 福

(県 立 食 古 西・鳥

〈t佐 女 子・ 薔

〈薇 訪 ■ ■・ 長

(県 立石 岡 第 二・茨

(名 11屋女子|"■・ ■

(口 1 " 女 ■・ 同

〔県 こ 串
‐
ヽ 野・鹿

′ι

′′

嬌 )

=)
0)

島)

日 )

1,t)

知ヽ

■ )

繊 )

知)

山ヽ

児 島 )
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黎

′

`
″

―F戸

‖:森 明美
亀谷 常
「

,月恵美子

岡崎 幸デ
啜田裕已■

田

“

 お子

高綺 曖子

“

崎 礼,'
外11 カ !=

■■ 裕 1'
H谷美智 ,1

■|, 節」1

た並質智 j'

吉岡ひと美

小|卜 敏狡

r:● 光餃

:,li 和 サ|
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会 場 案 内 図

1   階

2・ 3階

ロイヤルボックス

記 者 席

(注 )ロイヤルボックス・記者席は立入禁止とする。.
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祝 第21回 全国高等学校バ ドミントン

選 手 枠: 人 ノ、
_こヾ

水鳥ファス ト ゴー ル ド
ロロ

“

口■

難

ファスト「11シ ャトルコック

製造発売元

有限会社

営業所

■:場
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■、インドのボンベィ州プーナで発生したこのデ
ームは、1844年駐れの人国士官によって英国に曖わ

l,、 アー

ナニ呼ばれてぃたが、1873年 にグロセスタ
_シ ャ_の |」ューフォードItの所碩バドミン l・ ンで本格的な競技とな

った。バドミン 1・ ンの名称はその地名をとって名付けられたものであ
・3.

バドミントンの国際連盟 (略称 1.B.F)は 1934年 ロンドンに本部を置
いて||1設 され、現在60カ 国の加盟て成

立している。日本′ヾドミン 1・ ン協会 略ヽ称N.B.A)は 昭和21年 (1946年 ,1`結 成、23年に11本体育協
会、27年

FB.F.に 加‖||し て、全国46都道道府県と沖縄に支部を持ち、また学生
、実業団、教職員の全国職域組織の 3

連盟tを ↑下に置いて横の連絡が形成されて、競技
人日の推定は177万 人以上、選手の登

'、

数も 2o.o00人を数えて

いる。

バドミントンの世界選手れは日,川の日1休戦て男子 (ト
マス杯り女「 `ュ

ーバー 1不 )と も3年毎に行なわれる。

11本は第 3回 (1955年 )に初参加し、 第4.5.6.7口 l t1967年 ,の ト
マス|ィ |こ IL場、第4口東京大会にアメリカプ

ーン優勝国として、また第 71コ ジヤカルタ大会
には凛」iブーン優勝||と して参加し、

マレーシア (優勝 )、 イン

ドネシアに次いて第 3位である。ユー
パー杯は第 4回 (1966年)tこ初参加して、

アジアブーンの代表国として、

ニュージーランド大会に進み、インドネシア、イギリ
ス、アメリカを(1'し て輝く選手権国となり 、

昭和41年 5月

2111ウ エリントン市)昨年 6月 には第 5回東京大会
にて初防衛に成功し世界における地位を確保し

ている。

I.3.F加 llll国 は男女とも米、欧、■、濠」Lの 4ゾ
ーンの内何れかに参

'′

して、ゾーン優勝国 ol志のインター

ブーンに進み、これに優勝して選 手権国に挑戦し
て新チャンしオン11な ろ′ステムである。し

かし1969年ユーバ

ー杯東京大会の後は、選手権国もイ
ンタープーンに参加するシステムに改 ||:された。

個人の世界選手権はないが、1899年から始
っている全英バドミントン選 F権大会(ウ

エンブレー)は、■れ L同

様にみなされている。日本の参加は1963年 小宮好
雄選手に始まり、1966年の男

―I単に秋山真り;選手、1967年の女

子,11に高イ:紀了選手、1968年の女子複
に高木紀子、天理博江両選手がそれぞれ準優勝

を1969年女「・単に湯木博江、

1970年の女子単に竹中悦子がそれぞれ優勝を遂げ
た。男子単のベスト81こは小宮好雄、官水

武司、小島一平の各

,■「
力ゞtヽ る。

N.B.′ .ヽ主催の年次大会は全日本総合 (個人
)、 全日本実業団 ('1体、1世 1人 )、 全 11本学生

(団体、個人)、

全日本教職員 t団体、個人ヽ、全国高校 団ヽ体
、個人)、  全 |1本社会人 (個人,の各選手権大会のほか、国

民体

育大会バドミントン競技会の7大会である。

バ ドミントンとは

競 技 規 則 (抜粋 )

競 技 へ の 手 引

`式
合は単、復 (`■合)の 2種 |」 |で、 1試

′` (マ ッチ
'は
、 1ゲ ~ム は15ホ イン |・

(女手単のみ11ボ イント

3)i-!^ t2r--Liuw) "

+-'/Ll)i \4:,/.t.ll:) h\\l;<lt1;tr'l/ | htliiblL-(t - t' ^t:#it+ 
- v'-'/$! \717 hri-1 Ij)

/t:tlli': Ll:-il j.t!*-i> t t.+ - € 7. "- lt 'a7t r+'1 | $'l+ 4 t'\ti4' lLl' 
'''/ 

)v 
^oif' 

2 '1:/:'/

,'h,a.,r-t+-'ht+)t:/F)t- /:-!.lit:)t))-c,2E.t))1 ttvtl'-lt)at--\'^'l 4l:h:'L|' 1:',&ll'!"t
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コートに踊るラインの魅力/
ヨ=77のクロ_バ_ゥェァ

ミ

ヽ

Ｓ
ヽ
―

名フ″ ―′■・―

バ ドミン トン・ プ レーヤーの間 で、
いま とて も話題 にな つているのが ク
ロ ~バ ーウエアも ラケ ッ トの名門 ヨ
ネヤマが、 プ レーヤ ーの ためにつ く

りあげたバ ドミン トン・ゥェアです。

カラフル なライ ン入 りの新鮮 なデザ

イ ン。キ リッと身体 がひき しまる

よ うな清 ごこち。 クローバ ーウェ

アがコー トに踊 るとき、勝利 の

女神 はあなたに微笑 み ます。

1 三riヨB77】 戸・夕「
|・″″―

束〕it者|`文 ,iで |ズ,城lil,13-13-3  TI・ :1.(,13(834)448(,
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ヽ
　
´

」:な フォル |・ (|こ則ヽは次の通りである。

1. ラインクロス、フノトフォル 1・

サービスときに、サーパーやレシーバーがラインをふんだりまたいたりしたとき (パ
ー トナーはかまわない

)、 足をずらせたり、床から離したとき (一部でもついていればよい)。

2. オーバーウエスト、オーバーハンド

サービスがゥエストの線より上で打たれたり、そのときラケットの頭が手より上に出たとき

3.ラ インアウトなど

シヤトルが相手のコートに入らなかったとき (サ ービスは決められているサ
ービスコー ト)。 但し相手が打

てば入ったこととなる。選手が自分のコート (サービスコート)に落うたシヤト
ルを打たなかったときや、自

分の身体や着衣に当ったとき。

4.夕
´
ブルタッチ、ドリブルなど

シヤトルを一人が 2度以 Ii打 ったり、続いてパートナーが打ったり、ホー
ルディングしたとき。

5. オーバーネツト、オーパープーン、インターフェアなど

ラケットや身体がネットにふれたり相手側に入った
1)、 相■を妨害したとき。

フ|ル トは主審が裁定する。しかしサープ、レシープにっぃてはサービスジャッ
ジが、ラインのイン、アウト

は担当のラインズマンが裁定する。この他息切れや疲労回

`'`の

ためプレーをぐすぐずさせることを禁止してあ

って、主審の許 |■なしにコートを離ねるとオミットされるから、タオ
ルは小さいものを身につけ、予備のラケ

ットはコート+イ ドに置くなど、選 iに注意しなければならない。

競 技 の 見 方

バドミン |・
ンは、j」 ,〕根との連想から軟ウ:な競技のように思われてきたが、

′
,日 では最近の国際競技実績から

広いlt出に理解されている.こ の競技は強い脚力とt4'力、内蔵を必要とす
るスピード感あふれたダイナミックなゲ

ームである反面 敗密な神経と繊細な高度のテク
ニックを要する興味深いもので、本競技の先進国では常に10,000

人以上の観衆を,(め る魅力がある。また一方ではレクリ
ェーションとして、誰でもとこでも手軽にキャッチボー

ルのように楽しむことができるのも、今日の発展を呼んだ大きな原因である。

|.524mの 高さのィットをはさんでラケットで約 5′ のシヤト
ルコックを打ち合う球技であるが、 打ち方 (ス

トローーク)の種類はいろいろある。主なものは高く深 く打つ
ハイクリヤー、スマッシユ、 ドロツプシヨツト、ネ

ットの政め合いのネットストローク (ヘヤピンシヨット)などで、とりわけネ
ットに当って伝わるようなプレー

がデリケートに応酬されるときは、スリルさえ感じる。湘l手の弱点を攻
め、体力を消ltさせて行くゲームなので、

こモーンコンをとり、また鋭い予見て一瞬でも早く防いてゲ
ームをイi利に進めて行くのである。選手,■はライン

ちネ ットの 1■求などギリギリの点を攻め、また何十分の一秒の差を争ぅき
びしい競技のため、たえず細かく気を

くばり神経を張 |)つ めている。喚声ゃざわめき、写真の
フラツシユなどは円渭な競技の妨げになるから、競技を

正しく見ろ観7と して充分な注意が必要である。 ミスに対して手を叩くようなことも慎しまなければならな
い。

IL式の■技会は晴幕で人

“

,)し緯をIい 、風が入らないようにして人工光+tで行なわれる。元来が英国発生
の競技

なので、選手間においても礼を すヽるようなことがあ
ってはならない。

酎 豊田自動織機製作所

本 社 ・ 愛 知 県 刈 谷 市ヽ

-47-



日本 電 装 株 式 会 社
〒

“

8 ,知 県・刈 谷 市

《営業品目》

●スターター

●オルタネーター

●ダイナモ

●レギュレーター

0イグニッションコイル

0デイストリピューター

●マグネトー

●ホーン

●ワイパー

●ウインドウオッシャー

●メーター

●タコグラフ

●噴射ボンプ

●ノズル

●カーヒーター

●カークーラー

0ラ ジエーター

0スパークプラグ

●フイルター

●排気ガス浄化装置

●品質で奉仕
i:li度 な品質管理 |

た′|:産 ンステム、

に輝く最高の品質

よる一貫 し

デミング賞

よ、デンソー

48

走 る一 ニ デ ンソー部 品

お

1‐

“

::.:す訓
饉I_

Ｌ
暉
Ｌ
一セ

鱚
麟

一
国

′

國
■
一
■
■ 暉顆

欝

躍

釧

Ｆ

醸盛

暉暉嗣躍顆駒下シー

自動車用電姜品の総合メーカー

0自動車産業の推進カ

デンソーは、モータリゼ~ン ョン

の ‐翼をにない、新製品の |‖

発につとめ、自動車界の発′」襲

に大きく寄与 しています。
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祝
高 松 宮 ・ 同 妃 賜 杯

昭和45年度全国高等学校総合体育大会

第21回全国高等学校 バ ドミントン選手権大会

TRADE MARK

二
材
機
器
株
式
會
蔵

製造 品 目

◆ローリングセンター

◆ヮーク
ドライビングセンター

◆傘 型 セ ン タ ー

◆クヰックチェンデ
ドリールチャック

◆ ドリ ル ス リ ー ブ

◆ ド リ ,レ ソ ケ ッ ト
◆レ ー ス セ ン タ ー
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宿
`ヽ「
コ 覧  表

No 宿 舎  名 住 所 電 話 学 校 名

名古屋市中区
1-

21-
6001

栄
18-8

12

2 県スポーッ
名古屋市西区前の川町

4

3 旅 館 竹 む ら
名古屋市千種区新池町

3-44
1-
293

県内役員 (愛知)名 古屋女子商業、
高崚女子商業

( rlrD

781- (官城 )

4 東 山 ホ テ ル 東山通5-39 0345 (福島)
(_|ヒ .|ヒ‖尊

'1)

5 東  山  荘

景  山  荘

一
７膚III町 3-5

一
６

||■ ILI「 ||'

6

7 旅 館 立 花 唐I11川,3-44

田

専大北上

1ヽ・

||1奈川,関東学院六
`‐

肯 「

'lti!) 県立
商

781-
1715

781-
2178

751-
0617

751-
1384

(熊本)発
介享説
、熊本、熊木中央女子

L_

(青森)浪岡、青森商、青森工業
(山形)新庄南、日大山形、新庄北

一
２

|「
j

東l11元 町2-93

8

9 城  山  荘 楠元町2-79

10 洒 井 屋 旅 館
ll,円町 2-58

751-
0552

11 み の や 旅 館

|∠ 旅 館 大 雅

18 金  翠  荘

1-48

12 族 館 り|| せ 神田町4-52

13 3455
(愛クメ女)松山束、今治北

731-
7496

731-
3033 森罵囲

、熊谷女子、川口女子、

731-
2278

(■根 ,松江家政、松江北、松江

731-
3-27

内山町 3-53

15 旅 館 たちばな 党王山通3-24

16 水 今池町3-145

17 旅 館 と 代 十 大久手町5-22 704

7

-51
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名古 屋 製 鐵所
〒476愛 知 県 東 海 市 東 海 町 五 丁 目 3番 地
電話 上 野 町 〈0560〉 63-2111(大 代表 )
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久
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館
　
　
川

，
ご

27 か  う  楽

28 大 米

29 鷹 丘

30 双

31 白 勁寺

万 1`

恵 比 須 寮

那 古 野 マ|:

田戸
　
一　
玉

荘

井 清 司

水 野 穂 積

-53-

住

宿  舎 覧  表

所

名 古

「

市
T・「「:区高1■

731-
2501|1111-8

321-
5663

″西川端 6-20
321-
4148

校 名

(1(野 )諏訪、二葉、須坂、伊那北、石橋、
真岡工業

(東京)口 大鶴ケ丘、二階I、 申学院、
|,1明女子、千代田学園

(石川 )

話 学

″千代田町2T 241-4709

962-

一
９

一
２

一
９

一
〇

″新栄町2-i 3446

″ 人須 4-11-8
(栃木)作薪学院 .
真岡農業

(茨城)下館第二、石岡第二、針田第二

(群馬)境、桐生市立商業、桐生女子

(岡山)
(兵庫 )
(鳥取 )
(大阪)

4-14-

喘■i[κ 塩人|‖12-8
821-
9758

811-
6553

都
賀
京
滋

■
岡
三
静

971-
0788

″高岡町 1-11
971-
5195

″ 小川「I」 20

名tl「 1■「lilll区 11・¬||,3

941-
6531

941-
6976

971-
0758

1嗣 山1合敷 E業

(11● 11,藤園女子
1朽 木)真M女子

(岡山)山 |″ ;女 ,1

″
|¬壁町2-3

1-1 1

昭和区戸口町2-1

″入自町八

西区稲生町5-24

|

|

―

―

 

―

―
  ~~~ ~|

″ 苗代町 2-381

東区水筒先|||,3-291
尼



鬼トメコこそ〈前進〉の工|ネルギー

あなたのアイデアが名車を生む

【会社のあらまし】

当ネ土は トョタク
゛
,レ ーフ
°
σ)てかと っ́―でヽ日召禾口201年ユに言

'二

五、 ラ本
年創立25周年を迎 え、平均年令26才の若い従業員6,000
名が働 く明るい会社です。

●主 製 品

●資

●従

●売

0月

金

数

高

産

本

細

上

世界に雄飛する自動車の総合メーカー

(本社・刈谷工場

、富 士 松 工 場

愛知県刈谷市昭和町 2丁 目 1番地
TEL刈谷〈0566)22-囲 11(大代)〒448

愛 知 県 刈 谷 市 一 里 山町砂 山 1
TEL知 立 〈0566｀ 81-1 5 2 1

東海道線・名鉄線刈谷駅より

徒歩 8分のところ

／
′

‐
ヽ

　

／
イ

‐
ヽ

名鉄線知立駅より会社専用パ

スで10分のところ

11

コロナくマークⅡ〉ハー ドトップ、コロナセダン、トヨエース
ハ イエ ー ス、ダイ ナ、ス タウ ト、大 型 トラ ック
25億 円
6,000名
550億 1円
2万5千台 (乗用 車 1万 5千台 、トラ ック 1万台 )
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(団体戦の部 )

回 数 年度  開 催 地  種別 1参加数  1 位 位 位

第 1回 1950横 浜 市

第 2回  1951 札 幌 市

男子

女子

男子

女子

男子

女了

:丹
子

女子

男子

42

38

63

16

65

42関 東 学 院 (神)緑  ケ  籠 (神 )金 沢 泉 ケ 丘 (石 )

30札 幌 束 (北 )津   幡 (石)新 潟 中 央 (新 )
´，
　
自̈

げ

福

丘

積

ケ沢金

安

神

北

院

園星

学

幌

■

札

神

北

院

南

学

暁

東

　

・

関

札

北

神

東

満六

幌

＝
・
東

札

一関

呑

神

一
．
院

，
学

キ通

，

善

関

南

海

幌札

北

金 沢 ■ 水 (石)金 沢 泉 ケ 丘 (石 )北   海 (北 )
第 3回  1952 ■通 11市

回第 1953 11 形 市

第 5回 1954金 沢 市

第 6回  1955 戸

rss6 
I 
{dr lt ili

松 江 市

ネ11 市

子

子

子

子

女
・
男

女

男

_66_鰤 細 女 学 院 (官 21黒   _ ィ1(青 )才午 松 女 子(福島)

69金 沢 二 水 (石 )松 江 商 業 (鳥 )聖 学 院 (東 )

71 坂     出 (香 )ォ'i 松 女 子(福島)=通 寺 第 一 (香う

1381聖  学  院 (東 )1金 沢 二 水 (石 )1山形市立商業 (山 )

139」山 陽 女 子 (岡 )1尚 細 女 学 院 (官)肝 通 寺 第 一 (香 )
|     |       ~       ~~               ~
40 ,松 江 商 業 (鳥 ).白      石 (官 )lミ     ;石 (青 )
・   l
i401善 通 ■第 一 (香 )山 陽 女 子 (岡 )尚 銅 女 学 院 (宮 )

41 山形市 、ア商業
`山
)松 河:1お 業 (島 )聖  学  院 (東 )

子 i40善 通 寺 第 一 (香 )敬 愛 学

子 1401山 形 商 業 (山 )1津

子 1401善 通 キ第 一 (呑 )1山  「オ

子
144 
山形市立商業 (山 ).11∫ 広 三

1女子

男子

第 9回  19581新 潟 市

第10回 1959

第 11回  1960 久 留 米市

第13「i1 1962 11i 岡 市

第14回 tg63 ,ir j Tt li

女
一
男

女
一
男

女

園

幡

女

条

(n) lir t6 ff v r:r (fl,I)

(E') l*i ir-] (#)
(uil ]iii a,{ k'Y w (.8)

(.lb) ,^ ..1i (^)
市
丁  41 ■
一
子
一
男

|

431山形市 立商業 (山 )lit浜 糸■ヶ ■ (神 ).神   戸  i・;(兵 )

(香)1敬 愛 学 園 (秋)1高  1岡 女 十 (富 )

業 (新 )横 浜 緑 ケ 丘
`神
)松  江  商 (島 )

院 (秋)新  庄  南 (山  ヽ真 IⅢ l 女 T(栃 ヽ
|              |

院 (東 ).山形市立 i詢 業 t山)浙 二: |お 業 (新 )

子 (富 )敬 愛 学 関 (秋)新潟「11央 女子 (新 )

新 潟 商 業 (新う宙 山 1薄 業 (富 ).帯 広 三 条 (北 )

所墨女_■ [r芸 (新ヽ新 _11:_南 (山と1城 __北 _女 _j・ (11)_

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

43

42

42

42

43

44

45

第12回
11961'■
 前 市

商

学

学

女
・

・
潟

愛

　

岡

新

敬

聖

高

第15回  1964 京 都 市
45  7:  11:

46 敬 愛

47 1i l」 I

45 真 岡
46 11城
47 1敬 愛
46 金沢市
48 新 潟

,ち 業 (富 , りF
学 園 (秋 )1布

商 業 (富 )高
女 子 (栃)成
工 業 (官 )1高
学 園 (秋)1山

立工業 (石)市
|

青 陵 (新).東

第16回 11965

第17口  1966 .I、 前 市

第18回 11967

,サ 19「 1 1968

熊 本 市

金 沢 市

福 山 市

男子

女子

男子

女子

男了

女子

1男 子

女子

1男子

1女子

′: |“

′f匝 女
li耐  i市

安 女
|‖  i'・∫

陽 女
r 一
大

(新 )

(大｀

(富 )

(京)

(富 )

(岡 )

(奈 )

(大 )|、

|             1             1
1金沢市立工業 (石)桐生市立工業 (群)1綱壽Ⅲ=1・ 富|:■t("

)1成 安

-55-

第20同  1969 桐 生 市
男子 |“

|

148 )真 ¬

“

「 (栃 )・

"|ア
｀ (“

'

栄  光  の あ と



や

ヽ

■
「

■
■

１

ヽ
■
燿

３

・

な

轟

，

‘

▲

導

・

ヽ
ら

■
■′

ゝ

●

腱
ゞ
ヾ

、
ヽ^、
ヽ

ヽ

―
●一
●

メ
・
“

，

ヽ
も ヽ

/

ヽ
ヽ

ヽ

みヽ ‐

卜
・ ′

`

ミ
▼

―

ら

菫
「

苺
・.、、■ ヽ̀

|,ヽ
‐

■ヽ

‐
ヽ

● ‐

●

“

・●^
`●
´

4●tL

専を
ヽゝ

■
″́ ,

ヽ
ヽ

，

′

一　
／
・

ン

′

′
　
　
‘
，

■
′,

．、
　
ヽ

J些幽 F
″

`レ

FCヽ
ト

ヽ

■

１ワ ヽ

同

ニ

シ

“
１

由」ヽ
二

↓
ｒ
，

，
憂＼

ヽ ム

】フ

ス

日
＝
＝
＝
］

∴
ガ・″

「 suト

」自目

0

ヽ

・

東
京
都
小
平
市
花
小
金
井
南
町
三
丁
目
九
二

電
　
話
　
〇
四
二
四
・―
二
＾
四ヽ

GO●●●'S

、
一
，
．■
・

´

―

―

，

ヽ

．

Ｌ
「

九
番
地

〓
一
　

五
ヽ

ノ
．■
一
）

．．
く
・

- 56

¬



―
―

‘

日
本

第

６ 1955 神 戸
回

|

7

回

19% 仙 台 市
男単 1 79 (山形f:,,
女単  78 (善一高
男複 1 78 (聖学院
女複 1 78 (善一高

'  1り
11: 1笙 :'′

位 3

.し

剛 |(
智子 |(

―し京|'

斉藤
宝崎
小島
室崎

の

(立

1川

. ´ :|

111ィ、・

6 会 よ

開 催 地 .種別 参加校
|

74

栄 光 の あ と

(立       2

人

数1年度
|

永井 栄一
渡辺 公子 笠子

73 .Itt
北島
小林

金沢 :水 )北方 。 関

(聖学院
(尚 :チ可女 )

(円 日市
(■―高

林
永田74

1 741

3.I

83

84

82   (
85   (
87
86

87
85

83
90

92

佐 々

横井キヌエ

(松江商)
(善一高 )
(関西学院 )
(北陸学院)

東六浦)小宮 好雄
陽女) 小林 桂子

) 吉野 |||

戸田 寿子 1山

|ロ

西
|(1山
|(山 陽女 )

形商 )

1957 松 江 市

9 1958 新 潟 市

10 1959会rl若松市
I,,I

1960 久留米市11

1面 l

りJll
女単

81

84

1961 弘 前 iF
84

12

73 (山形商) 板垣 善憲
78 (金城学院)山崎喜久子
73 .(山形南) 板垣・金森
77 (金城高) りll ・山崎
84 .(緑ケ丘) 岡崎 恵三
83 1(善一高) 蔵本 文子
84 (山形商) 永井・北村
83 (善一高) 蔵本・有本

男単 1 81 1(関東六浦)
1女単 1 81 1(善一高)
|~男百
~80~~ス

関東六′雨
~

1女複 1 79 1(善一高)

小官 好雄
川島外茂子

(松江r‐ j,
(山館束 )

平野
尾関
日・
島・

) 富
)   」ヒ 田

橋

隆

詔子

男単 |

女単 |

1男複 |

1女複
|

(山形南
(敬 愛

||・

(高松高) 稲
(善 一高) キ:ι(

井 剛 .(茨木高)
満子 |(善一高)

|,

山

(緑ケF)
(敬愛 )

井上
11::

稲井
橘美

 ヽ 近藤

) 船山・水井

男単
女単
男複
女複 .

男複  83
女複  84

(緑ケ 1■ )

||"

須 田

工)森 芳夫

||(|||
き
:1,|

(新潟商) 大竹 絃一 |(字治山田)伊村
(新庄南) it藤  弘子 .(新庄南) 小笠原

"|
.■

|ピ 1962 高 岡 |ド
回

14 1963 鶴 岡 市
回

15 1964 京 都 市
|`|

16  1965
回

,j
17 1966 弘 前 市
t,,l

18 1967 金 沢 1,

II

191968福 山 市

20  1969  ‖」
`I TI,

人

“

・安沢
渡辺

86 (山
) 西野
) 高塚

――征
淳子

84

(山形商) 森谷・枚
'11.(帯
広三条)

(敬愛)  大
=・
伊藤 |(掛川西 )

(緑ケ丘) 小島 一平 (富士高 )
(高岡女) 橘  好子 |(高岡女 )
噺潟商)本 田:「荒り|「て緑ケ丘)~
(善一高) 松村・多田 |(高岡女)
【聖学院
「
 関 ~二証T(雲学院)~

(新潟中央)後藤 和子 ,(北斗高)
で開|に両)~輛木T神面

~|(聖
学院)~

(城北女) 高橋・渡辺 |(新潟中央)

顧 !璽|≧)審護 暴争 |{薔晟要|~
(高岡商) 立野・盛野 |(奈良商工)
(新潟中央)高野・渡辺 |(真岡女)
(嵐L面 ~マ

ー
前
~千
之
~“
ス画形)~

(普一高) 山本 真江 (布施女)
(日大山形)沼沢・中村 |(岐阜工う
(真岡女) 上野・石崎 |(布施工)
(宮城工) 我妻 一郎 |(宮城工)
(山陽女) 浦口 恵子 |(新庄南)

.男 111
1男単 |

1男複
女複 |

1男単 |

1女単 |

1男複 |

1女複 |

男単 |

1女単
男複

.

1女複 |

愛) 佐々木クミ

90

男単  92
熊 木 市

女単  89

91

(富山商)
|(女子工芸)
(官山商)
(布施女)
.(富山商)男複

女複
男単 |

女単
(新潟詰jリ

(山場女つ
(新潟商,
(新潟青陵,

88 (善一高)
92

市川
遠藤

博 田  寛
野  光男

i也 II

石本
昌一

本間 順次
湯木 博江

30
92

男単 92(富面商ア 釆田
~実

(金 沢)黒 田
~

りj複  92

女複  94 (東大阪

女]lt 94 (新潟中央) 坂  Ⅲ.(新
',青
陵)相沢マチ子 奈良岡洋子

池田 栄子
男複  91 (富山li) 松島。米||| (111 _L)笠 井好・笠井教 (金沢市■)高木・ 流

(金沢市工)1日本・松本
女複  94 (新潟古

男単  92 (高岡商 ) 上 敏1,3(岐阜東)

女単
~ 94 (東

大阪

' 
平山 泰子 晰潟青陵)

) 平

″“

り」単 92

女単 34

92

( iirlr rij ) 尾崎 幹雄

弘

|(桐生市商)
|.

女 複 94
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N0 県 名 学 校 名

選 手 団 名 簿 男 子(1)

1監 督 コヽーチ
' 
本.マ

ネージャー   貝 選 ―■

3 1i 森

4 千

5 宮 城

[[1

形

北 海 道 江 別

北海道札滉工業

北海道 美唄東

東 奥 義 墜 |

県 立 青森商業 |

県 立 青森工業 .

専修大学 」ヒ上

県 立 岩 谷 堂
.

県立黒沢尻北

千k日 経済大学:附属

県 立 秋田工業

秋 田 市 立

日本大学山形

佐々木
市 川
(佐 藤
大 川

梗 喜 一
(遠藤好男)
所 光 男

藤木幹男 3

佐藤広行 3

名

明3 永山真悦 3
光 2

岡部 正 2

Iこ形 ナ13

彰
＞
俊
　
一
一
彦

一几

武

英

賢

幸

岬
¨

一
羽

削［・鵬麻切林　一

７
′ｌ
ｔ
押
な
　
一

井

田
影

島

越

一　
原

笠 井
‐ (山田
田 中

功ミ リ||

堂 端

根市好彦3 檎谷隆-3 中野幸洋 3 大井貞雄 3
工藤則隆3 木村iE身 2 し口 博 2

下野

大路

1中

"1 
肇③ 棚山和男 3

竹内一令 1 小沢弘明 1

熊谷俊行2 山上泰明2

製

帯 広 農 業

北海道帯広三条

正

春男

2 蛸井惣次2 井上寿美 3 福島清寛 2
3

藤
　
林

佐
＜
小

森

正
う
好

一二
　
一
・司
ｍ
昌

巌

則
一
Ｄ
仁

夫

　

一

三
　
刊

正

敏
一和
光
信
　
　
隆
一話
浚

一
邦

　

一

6

2

2

7

2

1

7

2

1

5

山口克志 3

労川直ど3

斎藤和則③
三浦文昭 2

阿部 勉 3
伊藤英文 3

高橋信夫③ 阿部哲夫③ ′‖村憲
小原 剛2 及川正志 2 高橋利

菊地俊明3 佐藤 lL3
佐藤吉雄 3

明③ 対馬博
博2 福士

貴 3 阿部克弘 3
栄 2

小林美光 3

県立工業1己璽」郎ヂ
小原良雄③ 市川 仁 3 大宮敏弘 3「1:子亮-2
佐賀康弘 2

21新宮幸男 3 引地 修 31仙 台 商 業 1高 橋 亮 一

沢
＜
山

大

官

枯
　
田

代助

芳_本 |フ 1佐藤藤美③ 中川忠博③ 長谷川博秋 2
登   .佐藤 寿 2 安達雅之 2 池田秀美 2

2 水沢竜二3 阿久津信雄 3
1 藤原秀弘 3

71橋本則之③ 今井善彦③ 月日充律 3
‐米山正和② 渋谷周治② 中島良治 2

〓
一　
ｔ
唱

1県 立 会津工業 |

1安 積 商 業 |

1県 立 若松商業

五十嵐 普 ■ 71青木昭弘③ 五十嵐茂 3
` |三星俊秀2 小沼昭夫 2

2 大内芳弘3 吉成辰美 3
1 和田講-3

舘野政男3 久野行雄 3
羽石武± 3 池田久雄 2

大島 巌 3 田中 勇 3
高橋正義 3

須見明世治 3

能登則男③

沢野健治 2

鶴田 勇 3

助
２
之
司
憲
有
田

日
原
成

It

9 茨 城

|1 埼 ■

伊 藤
佐 藤
中 島

寿

美

文

十五

直

俊

県 立 真岡工業

本 作 新 学 院

県 l′ 真岡農業

県 立 石 橋

細島 守 3
浅り|1 昇 2

大島 清 3

榎戸 博 3

斎藤大介3

光
秩真
一波
郁
崎
藤
旧
ロ

・印

石

近

柳

古

■

7、

満

一

７

　

４

１

１

一

]卜 子

紀 夫

県 立 浦 和 西

県 立 大 官 西 中 野  イ中 2

山崎高志③ ′首野晴夫 3 伊藤隆志 3
渡辺和政 2

石沢吉寿 3

ぶ太ｔ
鬼

が
ν本
に

小林敏行③ 藤田7 ,.An trr'rt#.F,*z
野本綱夫③ 大川 ■③
福田耕太郎 2

58

ヽ

1西 巻 育 夫

12 群 馬 桐生市立商業 (板 谷 好 雄)
|    ,岩 木 荘 吉



NO

22

県  名 学  校  名

県 立 成田農業

千 葉 市 立

県 立 木 更 津

」
|||

東

日本大学鶴ケ丘

6 永吉知彦③ 森下富好 3 日
郷園純-1 松本一男 1

2 市村栄文3 関谷啓-3

村正司 3 ,t藤正弘②

名選
人

員

男 子 (2)

手

伊藤 明③ 渋谷広由紀③ 後藤孝安2 高橋庸市 2
林  薫 2
尾形文貴3 青木銀男 3
苅込祥雄 3

千 葉
¨
し

峰
＞

夫

信
隆

　

重

達 治

一界

院
ヽ
Ｆ

島 一
(赤屋三樹)
西 敏中

前 回 耕 作

県立平 塚商 業

関東学院六浦

大 木
(後藤
杉 山

一 郎
豊)
圭 子

内田啓一C)横関貞夫③ 加藤昌宏3 門倉政雄 3
川口増男3 磯崎昌己2 長谷川修 2

二 見 正 男 2 折井直則2 村島 竜 2

7

神奈川

潟

――
¨

´
昌

一
分
夫
　
一

織
順
武

俊

竹
間
田

見

緒
↓
彰

平
千

破
上
木

不
０
梅

浩
　
一
⊃
孝
悌

雄
＞

夫

彦

文

　

郁

威

野

　
野

井

佐
＜

露

宮

誌
熟
悟
　
．

泰村
田
西

野
皓
古

稔
卵
雄
夫

友
哲

寿

田
沼
沢

＝
静

県立新 潟商

県立三条商

7

7

7

7

7

2

山田秀雄③ 竹野繁博③ 林 幸三 3 吉井文人 3
小林正明 3 佐藤秀夫 1 松岡信正 1

口昇-3 上田証雄 2 飯野佳孝 3

西村美鶴③ 松島信之③ 森田 勉③ 新村秋男③
田辺修-3 村西清文3 下田春樹 2

石 川

金沢市立工業

県 立 大 聖 寺

福    井

県 立 致 賀

県立勝 山精華

丸
自
″
　
一崎

青山信吾③

米田幸生②

銭谷欽治③

山川明彦 2

竹村勇治③ 山田秀夫③ 福田緒-3
高橋邦男 2 鈴木昭彦 2

上木栄-3 田畑秀樹3 高木一男 2
吉日精寿 2 町田 弘 2

福

υ
康

登

馨

名川健-3益 次

牧日利之③ 中山登一③ 田安武男3 竹沢幸二 3
出口美和2 原 真-2
林 啓之 3 藤田輝男 3
近藤孝晴 4

脚原幸元③ 成沢 巌③ 作道秀樹 2 小川高次 2
有賀英司2 菊島直紀 2 雨宮貴徳 1

村松英夫3 渡辺 光 3
山 梨

長 野

県

　

県

市

″

　

　

Ｌ

立

　

立

立 3

鵜享柴豊冠9 串公
正
梨9 省於富羹♀ 福

沢 勲③

脇出吉穂③ 井′|1 斉③ 渡辺英作③ 竹市良雄③
横山 滋2 浅野 勇 2 角口 勝 1

大石定義③ 山本秀和③ 真野 稔 3 土屋 仁 2
深沢豊博2 遠藤光洋2 後藤隆弘 2

小林 親③ 福村 弘③ 服部 司③ 井崎雅弘②
浦日幸-2 中瀬裕規2 野呂茂治2

Ｕ
可坂須立

岐  阜  東
岐 |■

岡

県 立 吉原工業

県 立 富 士

立 」ヒ

県 立 伊勢工業

【
夕．

伏
占

チエコ
ヤ

く

ジ

督

一ネヽ

1
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1長島 稔 3 名取藤正 3
1井出裕雄 3

大

山
野

′‐ヽ宮
級
関



NO県 名 学 校 名 監督 (コ ーチ)1人
マネージャー 1員

男 子 (3)

手 名退

|

県 立 能 登 川

県 立 イf 山

村
鳥

領

上

一辻
砒
神

国

樋

広 之
邦 男) 7 松宮清志 3 浅井泰健③ 堤 昭広③l l松 居宏司② 松本健三2 松本昌繁 2

森栄一郎3

南 邦彦 3

壁館伸一③ 酒井孝志 3 酒井 寛 2
奥村正己2 太田正治 2

松原公太郎 3

´
　
　
ヽ25 滋 :1

洛

26 京 都
東

27 大 阪

口|

28‐ 兵 庫

29 ,t

府  立  港
府 立 布施工業

lli

21西 秀雄 3
1 1伊東悦男 2

7 山本 修③
芝原嘉彦 2

2 佐 不々登 3

6 市橋 茂 3
市原弘之 2

2 木島行雄 3
1 瀬良信明 2

酒井 茉③
上日安弘 2

萩原 洋 1

星

山

秀

正

達

中
山
田

山

田
備
太

松

晴

則

恭
一
耕
ω
治

彦

彦
Ｄ
子
１
智

三
基
美

橋
井
沢

石
咽
生

瀬 英正③ 口村和夫 3
竹田忠弘 2

平 7i tt J=

大 杉 靖 雄

県 立 神

裕
，
稔

之

恭
　
　
治

田
　
北

村

宮
て
今

川

荒木 孝③ 平田諸二郎③ 積山隆昭3 藤沢順-3
村山善昭3 吉谷 功 2 北村佳嗣 1

大久保裕晴3 伊地知隆 3

正     強

奈良市立一条

天    理

県立新宮商業

西村和雄 3

谷
(川

斎

武

大

森
(森

fF司
)

伸 雅
博 利
昭 雄

修
降 )

日
本
藤

7
「に司0
野 弘 2

内
丼
真 3 11鳥坂夫 3
米夫 |

竹
嗜|

口

川

30  rl1lkiロ

7 ''野圭志③
西 秀樹 3

2 山日米造 3

辻 満彦 3
倉内 徹 2

吾妻清春 3

松野 拓③ 宮本英一―D
岡 忠成 2

県 立 新 官 田 所 顕 平

31 鳥

則 和
)

怜

明 人

県立境港工業1帯 柏木茂樹③
l田辺 豊 1

1杉
谷哲治 3

佐伯 弘 3

高崎 茂③
内野初喜 1

針本広治 3山

鈴

田 11義美2 相ittfi人 2
和 |「 l総-1

取 県立倉吉工業
県 立 倉 吉 東

32 鳥 1民

33 岡 山

34 広 島

35 山

県 立 松 江 北

県立松 江商業

県立倉敷 工業

王野市立備南

広島県北川工業

県立福山 I:陽

市 立 下関商業

国 県立柳井商エ
県 立 山 口

県立下関中央工業

県立小松 島西

県 立 小 松 島

県 立 徳 島 商

41平井 謙 2

31犬山正-2

矢

小

小

小
(

中

一
＞
男
　
茂

蒲
＞
幸

〓

恵
　
敏

啓

尾
　
本

部

松
＜
松

物

雄
，
治

夫

弘

一末
　
捷

輝

康

井

　
浦

藤

岡

一石
＜

三
安

森

"1 
晃

田 郁

林

原 健

村 悦

木 福

吉岡 宏③ 川本竜二 2

中村宣行 3犬山清二 2

7

2 田村 学  松井

重安良造③
仁科 弘 2

員吹哲也 3
安口1茂 2

大前望己③
6 田中秀俊 2

2 志出原友逸 3

c 刈屋昭三 3° 木村俊彦 2
2 坂木賢二 3
2 辻中公人 3
1 冨田正四郎 3

沖野 修 3 福谷武人② 徳永久志 2
宇都宮仲次 2

小土井智 3

惜雪驚差: 
日野雄二 3 菊川治美 3

中原隆志 3

河村春男 3

県 立 日 和 佐 |(向井田 誠一)7
大 西 紀 美

仁木尚
三間康
詩2 野村明徳 2
司2 杉内邦弘 1

仁  木

森 本 公 夫 21小浜 洋 3
平 岡 嘉 泰 2 富林才輔 3
平 岡 嘉 泰 .1 1森 茂行 3

36 徳 島

∞

前島勝治 3

市村 113

郷司昌彦2 岡木康彦 2
和佐周=1

ヽ



県 名0

姓愛

短|廿
同

知

学  校  名

高 松 第 一

県立善通寺第一

県 立 今 治 北

高 知 商 業

(コ ーチ) 人_:t ,- 貝

越 智 幸 蔵

中 内 章 雄

男 子 (4)

手

H下 昇③ l'1根辰也③ 桑島俊二3 岡 道商 2
大須賀智2 青木定夫 2 中山文彦 1

浜田泰之 3 樗木士郎 3

小埜公明① 大倉勝見③ 坂本信一③ 川津 昭②

柿本雅知2 増田 進2 横田守俊 2

名

37 呑
喜 岡 恒 雄 横田泰徳3 福崎広文 3

卜」

門屋貞人③ 浜中 彰③ 井上孝之③ 本田宗紀 2
加藤淳-2 高藤勝弘2 矢野光義 2

2 越智 均 3 矢野卓男 3

高橋 憲③ 松井智治③ 野崎恭平 2 堀内真-2

高岡昌徳 2 佐々木秀人 2

田島竜太郎③ 吉富知孝③ 中山孝-2 田中英彦 2
緒方正郎 1 吉浦大志博 1

中島武久  国分忠好
井浦比呂己2

大東歳文③ 佐藤 彰③ 伊藤孝洋 3 末吉宏次 3
町田勝盛 2 山道弘敏2 峰和 弘 3

′lヽ森D,樹 3相 良博昭 3

舌吉葎]9経合養彦撃
③田省檻炎り
3児島孝幸3

東1■

土

正

中

ぐ

清

―

子

美

光

弘克

口
里
島

回

仲
三

泉

り,1 立 明 ',

県

りL州 ●立 ヽ 西

県 立 1セ 崎 束

九 州 学 院

県 立 熊 本

(

」ヒ

2
熊 本

工 藤 賢 一

月  脳| 俊

ぅ
44 大 分

鹿児島

県立 日田林工

宮 崎

鹿  児  島

鹿 児 島 商 業

県立川 内商エ

り|: il‖ | lli  堆

11 前 城 盛 il

口
野 正

原口 章③ 吉村修二③ 岸本慎-2 田児淳-2

上ノ町正美2 西村輝行 1 岩元明夫 l

水口修治

西園四男 3 瀬戸口良次 3

崎原徳―③ 宮城通雄③ 宇座徳和2 山城保「1:1
国古真功 i 大原伸輝 1 宇江城昌豊 1

根||11 サ■2 宜志富紹春 2

加藤保利③ 菱田修光③ 中村 悟③ 阿部 博〇
黒川準-3 奥村裕英2 青山忠雄 2

1L田清孝③ 桑原由利 3 清谷峰生③ 横井孝範 3
小林明則2 鈴木宏寿 2 田中克俊 2

二
　
紫

勝

昌

　
　
正

府
本
山
　
元

里

別
鰈
鷺
　
四

官

赳
瀾

」

‐
久．比

―
屋

2

7

11

1己

藤 五十一
)
7

(:)l

々

6

也
春 )
紀



選

一

嘔
´
　

一

―

，

一

κ
　
一

口
野
弘

鰍
市
清

萌
　
業

留

商

道
　
南

海

広

隆
＞
　
一裕

安坂
　
　
上

脇
く
　
井

園

　

後

学

　

羽

一雄
＞
正

一　
剛

・文
信
悦

〓
間
一場
良
野

一人
條
菅

且
学  校  名

選 手 団 名 簿 女 子 (1)
監督 (コ ーテ)
マネージャー

人 |

員
|

手 宅

n   ~

百課171生目
士子③ 斎藤秀子③ 川岸裕子3 イi川引

'142明美2 今野典子2 市野百合子 2
達  1 小松真紀子 3

一　
北

帯

釧

帯

一崎一出

2 南北海道

木L

札

路 星 園 1不 動 俊 次

_二_△_笙 1森 田 清 一

幌 静 修 1為 岩 簾 名
1小 沢 よし子

幌 北 斗
1奥
山 的 之

21大内諸子3 佐 木々信子 3
1 小山田芳子 2

71今川喜佐子③ 村上政子 3
岡本貴美子3 若生輝美 3
2‐肯野 裕子 3 有田由美子 3

石田晴美⑤ 横沢慶子 3
高山のり子 2

斎藤万喜子③ 外崎秀子③ 横田光子2 三上礼子 2
吹田 和子2 松橋康子2 赤平友子 2
平井まき子 3 奥谷ゆり子 3

1習橋黍李:③ 書庸潜朝)蒼悪賣
1季

'3 

菊地敦子3

1阿部喜代子3 城沢和子 3.千
葉恵美子 3

1自 石 光枝 3

31青 森
弘前学院聖愛

県 立 浪 岡

山
(市
石

H」

川
雄 義
和 司)7
満里子

佐

谷

藤 ツ、

県 立 釜 石 南

4 岩
「
 県立黒沢尻南
県 立 前 沢

小野寺 昭

次 2

美 |ラ
′ | .

ニユ 1 2

子  1
助 11

子
子
和
文
田

田
沢
古

仙

容

泄
一紘
澤
厚

村

村

木

辺
藤
藤

原

＜
川
西
鈴
一跛
⊂
斎
菅

県 立 千 |:I

尚 細 女 学 院

県立塩釜女子

相沢真由美③ 菅野和子③
高橋正栄2  亀山好美 2
石垣まさ江3 我妻たき子 3

子)7
子

保  2

三品悦子 351宮 城
|

6 秋 田

7 山 形

敬 愛

県 立

県 立 新 庄 南

県 立 新 庄 北

7‐
柴田美恵子③ 高橋篤子③ 佐藤厚子 1 三浦佳子 1

沢木万里子 1 鎌田まつ子 1草 〕Jナ ミ子 1

2 阿部恵美子3 佐藤せい子 3

星川澄子3 清水良子③ 矢口節子② 本問浩子 1

小野玲子 1 早川典子 1 今日真知子 1

佐 藤 正 彦 121木村千恵子3 高橋由美子 3

ネ肩

祥
芳
範
1:芝 )

子
島
1県
立 平 商 業

永 井
(竹 岡
佐 藤

7
伏見香代子③ 助川ひとみ③ 作山美代子③
千葉陽子②  宮内すみ子2 加藤ふさ2
早坂陽子 2

1小
沼ふみ子③ 鈴木真知子3 森戸洋子 3
1土師洋子3 桜井琴3 小松崎光枝 3 大野みとり2
.木村恭子3 川村和江 3
1大和田良 3

1藤井幸子③ 小林敏枝③ 大貫緑③ 池田静江③
71岡本晴美3 藤井由美子2 横山順子2

8

9 茨 城

小 松
(小 松
和 国
渡 辺

岡 本

イ有 二
武 子)
とし伎

治

紀

県立石 岡第二

1県 立下館第二

1県 立鉾 田第二

7

2

1

県立真 岡女子
井
本
能

遠
船
沼

稔 男
昭 子 )
久 子

秋
Ｄ
予

10栃 ′

111埼 玉
市立川 口女子

県立熊谷女子

桐 生市立商業 |

県立桐生:女子 |

県  立  境 |

清 水 俊
西 巻 育
(今 井 義
中 村 朱

栗 原 英

内 田 充

.幸  2
~■

=~「

~~

踵

'17
美

|

樹 121

昭
.1 1

|

|

|五十里 光
|(鈴 木 雅
1鈴 木 康

大河内幸子③ 佐藤美智子3 高橋千恵子 3
土佐林原子3 中村裕子③ 長谷川育代3 青柳京子 2

7

宮沢孝子 3  小林とし江 3

1履粂轟緩意
③広編鼻優:③中綺蓼言早が子基子昌子3

神山美佐栄 3 鋪大富美子 3
清水京江 3

12 1祥 りlj

62



監督 (コーチ)本
マネージ ャー  貝

女 子 (2)

手 名κ
.県
名 学 校 名

昭 和 学 院
131千 葉

夫
雄 ).7
登里 暑黛露言う? 

協鶴1・::③ 斉盆尭孟9

, 越原容子 2f 伊東初美 2

2 小林二樹子 2

2 関口由江 2

礼子②
正子 2
山本美千江2 小野佐和子 2
長谷川京子③

建
秀
美

野
沢
井

牧
睡
今

~~~~・ ~ ~~~~~~面

「
1桐
朋女子

1疹
| ^14東 京 三 階 堂 1今|    

千代 田女学園 1桜

治
Ｄ
“
先
　
三

昇
広
な
　
　
研

井
山
本

井
　
井

大場三弥子 1

稲垣和美 2

横浜女子商業学
園

木
谷
沢
　
藤

大
喚
柿
　
斎

一 郎
直 子)
みとり

秋山陽子③ 紅野理栄③ 野上利栄子 3 安池芙美子 3
71原田和子 3 瀬戸圭子 2 清水光枝 2

15 神奈

緋紗子 2 小原幸枝 3 藤 ,,t貴美子 3

16 月

久 fl:
(小 林
田 中
吉 川

二
勁
子

勉

忠
無
睦

県 立 二 条 東

新 潟 青 陵

藤 園 女 子 石 原 常 正

1野島晴美③ 高橋美江① 板垣順子3 久原三枝子 3
71小
出久美子 3 海老名美恵子2 阿部節子 2

2‐ 宮本小夜子 3 高橋映子 3

フ 藤井陽子③ 山本弘子③ 林澄 枝3 黒崎明子②l 
山本民子 1 布上茂美 1 松谷優子 1

2 !L森明美 3 黒出恵美子 2

森日啓子③ 二浦和子③ 猪谷久美子 3
竹中洋子3 東本裕i■子3 高井京子 2

県 立 上 市

県 立 iF l番

紙 谷
(谷  ロ
松 原 恭

17 富 IL I

18石 川

幹
寛 )
子

原
~~  
栄 一

`         1
小 原 妙 子

村 西   一
矢 崎 孝 一

7

2 松口京子3 石 |」紀子 3県立金沢二水

水県立木聖 寺 _1■隻型笙■___
1県
立 高 志

191福 井 県 立 勝 山

県立勝山精華

髭 果 峨 』

山 内 正 孝

宮 井 威 彦

川上文子 3
網干陽子 2

島田真澄 3

大久保晴美 2

6

2

2

竹内真裕美② 河本幸美 2
松油敏子 2

藤井尚美 2

三辻清子 3

岩岡和代 4

1.1.矛,]県立 口:府 第二
20 口」 '小 =

21
長  野

1赤 羽 幸 雄
県立 諏訪二葉 (     '

1入倉真由美③ 望月恵美子③ 井上富士子③
71渡辺さとみ② 矢崎生子 2  山本公子 2

1市
村政子 2

矢崎真由美③ 高橋節子③ 北沢恵子③ 篠原光子①
7 武井裕子 3 友野君江2 中西恵子 2

山口基恵③ 尾頭喜代子③ 森田博子②
7 日比野悦子③ 川崎承子 2 梅田加代子 1
内田和枝 1

平野克枝③ 仁藤美代志③ 鈴木千鶴子 3
影山千恵子3 土屋君子 3 志田由美子2 日村明代 2

佐藤慶子 3 森下恵美子 3

望 月 仁
(新 津
清 水 ri

郎
勝 )
子

22岐 阜
富 田 を

7
^~●

野 村 泰 誌
(及 川 恵 子)
北 川 博 子

23 静 岡
県 立 吉 原

県 立 掛 川 東

武 史
孝 男)7
」: 美
と志子 2

帳
呼
渡
兼

谷
野

県立 宇治山田
田
村
島

口

口

西
中
中

川

出

弘
り
“

正
典
ひ

7

2

1

酒徳千加子 3 1Ц 口和代 3

瀬尾弘子②  宮本文代 2

東佐智子 3 大西小夜子 3
亀谷信子 3

岩崎泰子3 福井絹代 3
林 慶子②

晃

健 正
リユ  ,ヽ1

11,t  '4

島

阪

長

松

63

′



監督(コ ーチ). 人
員マネージヤー

女 子 (3)

手

山脇呂子③ I」付せつ子③ 長谷川三代子③
日夏美津子 2 西堀喜代子② 松居静代 2
坂上紀代美 2

田村春美 3 1司崎幸子③ 陣内裕子③ 谷美津代②
尼崎初子② 服部直子2 牧野睦美2

名

詩
↓
子
●
房

田
村
房

一■
０
花“

但

由
Ｄ
鮮美

|■ ,1.彦 Iι 西 7１５

　

　

一
　

　

６

２

　

　

　

一　

　

　

２

条
制
井

東
帳
辻

イ言
成 安 女 子

”
口

N0 県 名 学 校 名

内口みつこ③ 原良子③ 河口和子③ 国富恵美子③
水田久美子 3 大廻敏子2 坂根妙子 2

東  大  阪

園 日 学 園

立

市 立 一 条

県 立 新 宮

県 立 倉 吉 西

県 立 鳥 取 西 辻 中 洋 二

松 江 家 政

6 吉田正子 2 金子澄子 1 久武理恵子 1 橋本美津代 1

中井千鶴子 1 畑満輝子 |

佐古与吏子③ 川北伸子 3 秋本八代美②
西尾真理子② 秋本幸子① 佐藤歳子 1 吉村恵美 1

自井敏江③ 川口雄紀子③ 蓮井佳子3 南口寿美子 2
林 香住2 宰務利子 1 1富村利恵 1

中沢洋子 3 望月栄美子 3
川勝玲子 3

よ子

義
∞
子

夫

平

昌
崎
典

節

紘

岡
田
北

人

庫

四 条 殿 学 園
―
杉
＝

行
動
子

良
徳
耕

尾
本
村

松
仮
木

雄
↓
子

幸
益
勝

原
原
石
船
柏

実
＞
子美

井

村

石
く
河

生 敏 雄
)

」|]H

弘 子
輝 明
忠 邦)
伸 子

商業

蔭

一戸立市

松

泉
ｍ
松

古

川

川
原
井

持

崎

2

茶 良

佐伯智子② 古谷成代② 三浦喜代美2 日宮佐知子
焼田純子② 村岡美佐江2 仲西喜美代 l

P所 顕考 村崎敦美③ 島川みどり③ 平田fl津恵 2 樽本イt子 2

1.|| 久 米 二 徳 佐々木セッ子 3 _]垣由美子 3

F本 武秀 陶山恭子③ 徳永保子3 福楽幸枝③ 前田誠子③
徳山昌美3 山本美智子3 山岡倫子①
小林恵子 3

31 鳥 取

32 島 根
7

石

]`

田雅子③ 剛迫ミエ子③ 吉口孝子③ 林寿美子②
田喜久江2 松尾敏子2 三宅一美 1

口1 陽 女 子

34 広   島

県 立 高 森

県 立 長 府

」11立 日 和 佐

県立小松 島西

県 立 小 松 島

小川久美子③ 藤原美枝③ 橋本千恵美③
角脇優美子③ `II内知江2 藤井葉子 2

西川節子③ ｀占岡ひと美③ ll,本和美3 春木篤■2
小泉澄江2 賀喜智子 2 中川ミヤ子 ,

山田和美3 平岡百合子 3
宇都宮恵津子 3

浅 谷 ′,々 也

正斡
蔚
夫
泰

憲
雅
三

公

嘉

光
喜
山

本

岡

安
働
一
森
平

ｒ

、

64

志
わ
子

一清
周
裕

一一利
上
辺

．毛
仙
田

41時田恵美子③ 出中雅子③ 野島チエ子③
l山崎恵子③

21原田裕己子3 中山美代子 3

ノ
　
　
・ヽ

ヽ
ヽ



手 名監督 (コ ーチ)
マィージヤー

人

員名 学  校  名N0 県

38

40 福  岡

県 立今 治北高

土  1左 女 子
勝賀
(門

雄
つ
子
恒穂
里

岡
片
玖

喜
０
自

蔵

⇒

―

ニ
幸
浩
智
石
越
伯

三
カ
健
道
瀬
脇

女 子 (4)

川東秀美③ 森 清美① 田所静子③ 造田優子③
大坪恵美子③ 木戸‖i子 3 大西願子 3

田鍋鈴子③ 今嶋敦子③ 高橋ヒフミ③
十亀菜穂子③ 片上智子2 正岡裕子 2 井出靖子 2

島崎昌子③ 矢野敬子② 小野山十① 田島いつ子 1

1大庭美智恵 3 福田悦子③ 宮原住枝 3
71今
村真由美3 荒井多恵子 2 大森敬子2 大村桂子 2

4 重盛治美3  三島雅子3 安藤多美子 3 花岡邦子 3
1 .辻久子 3

官回由美子③ 樋口省子② 土井民子② 斎藤康子②
福岡恵子2 白石博子2 井上山美子 3

小日淳子③ 野仲十子③ 米満和子3 吉見和子 3
加来裕子3 森 啓江3 内山知子 3

美並真知子3 島村千鶴 3

武内清美③ 笠原妙子③ 村瀬信子2 横田文子②
川辺瑞恵2 秋吉ゆかり2 伊藤久子 2

熊谷月美 3 恵良早美 2

山本真由美③ 中原久美子③ 須納瀬佳代子 3

371香

知

愛

高

県 立 明 善

県立門司商業

県 立 門 司 北

道
濁
請
利
秀

正
裕
文

勝

政

村
上
浦
　
　
光

今
に
松
谷
金

賀仏:

||テ 1′ 」こ1,'j ili業
稲
(石

中

出
川
地 千f

勝
豹
子42 長 崎

′

日‖1夫
)熊  ′1く  市  立

熊 本 ||1央 ケ子

1=
(

本

ェ 藤 フ: 参  2

44 人 分
昭 和 女 子

扇    城

之
「
子

也

信
統
幸

俊

口
藤
田

丸

吉
唯
吉

田

島

県 立 串 未 野

県 立 吹 上

植 村 泰 久
(前 閾 俊 哉 )
須納瀬 桂代子 小屋田鶴子3 浅山和伎3 萩原手鶴子2 日生イ子2

二郎 坂上1専子3 川窪弘子 3

7

2原 口 健

井 上   赳
那 潮 商 業 (屋 比 久 潔)

琉球政府立知念 東大浜 賢 亮

亀

名古屋女子商業 (船
伊

高蔵女子 商業
宇
(高

山川直子 3 大城明美③ 下地幸江③ 武島洋子 3
柵原京子 2 比嘉道子 2 与那嶺恵子 2

与那嶺玲子 3 金城初江 3

大塚百合子③ lЦ 田和子③ 中野伸美3 細川園子 3
長尾恭子3 西山恵美子 2 沢田裕美 2

堀 正子③ 鈴木清香③ 藤井芳子 3 長谷川洋子 3
波多野美代子 2 岩日由美子2 11:川 好美 2

勇
わ
子
　
夫
婦

光
英
　
保
数

井
木
藤
　
田
瀬

樹 141鈴木美佐

力,

1県 立 豊 ロ 東 鈴 木 秀
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ビジターセン

名鉄 電車

ク

ヽ

世界のサルが約 100種 1000頭 /
世界一のサルの動物園です

b

日本モンキーセンター
南米館

モンキーアパー

モンキーァパ _ テナガの森

テナガの森

ト

呻|

ヽ ヽヽ

パタス革原

ところ =名古屋 か ら30分
大 山ラインパ ー ク内

交通 =名鉄 大山線  大 山遊 園駅下車
モ ノレールの りか え

ここのサ ルはサルの世 界 3人研 究所
日本モ ンキーセ ンターが集 め た もの

で 日本には ここに しか ぃない珍 しい

サルや 、ア フ リカ風 の草原 、人エ ジ

ャ ングル を自由 に′Lり 廻 ろサル をご

覧 いただけ ます。

大山ラインパーク入園料
大入 250円 小人 i20円

●お問 合せ は

名 ,人電 ll`の駅・ 名鉄観光 サー ビス
日本交 j』 公社 な どの旅行案 内所へ

ク
／
/%″

モンキージャンクル

さ`、、

ン`′

Z
′′

ク

/



名鉄不動産株式会社

｀
本来をはぐくむ街づく |)、

名古犀市中村区泥江町1-24(第 2中経 ヒル )
TEL(052)501-5 2 1lr代 |

1′古屋市中村区笹島町 1-223(―
'―

ゴヤ■LIイ町)

TE L 1052′ 581-9 8 8 1

名古屋 lli中区栄 4‐―(■-26(昭和 ヒル l階 )
TEL(052,251 -0 7 7 1

本     社

新名古屋営業所

栄 営 業 所

`
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“

Ч ■

フ
¨

・
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■
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■
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/ 針

←明るく

楽 しく
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TEL 57:-1!:1
郵 便 番 号 450



河崎ラケットエ業株式会社

ガ ツ

′ ｀

卜 の 決
定
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Ⅱ撃ψ
=麿

亜亜亜

自然の風味ヵ■キイキ

◆
サコヒ〕株式会社

■
リコビヨ
しょうゆ

防腐剤・ 人工甘 味料・ 色 素の全 く

使 つ てい ない お しょ うゆ をつ くる
こ とに ,裁■力しま したく製法特許出願済)

お しょ うゆ本来 の おい しさをあ じ
わ って くだ さい

ヽ

‐ 純正100%の

68

総 発 売 元

すで限

く緯工〉味サンピシしょうゆ 全ラベル ,.3●〈中い)370日
く

“

工〉沐サンピシしょうゆ iロラベル 1.3′〈中嗜)330円
く黛工〉サンピシ

"■
1し ょうゅ 1.3′ (■

"300月く機工〉ゴールドサンピンしょうゆ :.3′ いつ 260"
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昭和45年度 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 ■_ハ_rr■ ιr
第21回全国高等学校バ ドミントン選手権大会 肩1巳餃ボ チヨ ホ1氏
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昭禾145年度 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会 言口騒語 EEユ1眸
第21回全国高等学校バ ドミントン選手権大会
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祝

名 古 屋 団 体 旅 館 協 会

学 会、諸 大 会、諸 競 技・受 験 生

などの宿泊を受け承ります。

名 古 屋 市 千 種 区 新 池 町 3-“
(地下鉄東山公園前駅0番出ロビル裏)
電話 (052) 781-2293・ 0072

名 古 屋 市 千 種 区 覚 王 山 通 4-24
(地下鉄今池駅東出口右へすぐ)

lE:舌 (052)731-2088・ 2874・ 8339

昭和 45年 度全国高等学校総合体育大会

第21回全国高等学校バドミントン選手権大会

BRAND

●
■
●
■
７
●

α 》IヽJ.11[3。 1【 . C.M.

バ ドミン トンの気品
`CMの 風格

72

- f i;;i,iti;a3fi t;.iE .rLt i*.r.
* rr s rta^Ii>|ztttaoriff!6r.,ai
* tt?,liDr:rjh(rilatal r,SrBr I

日本バトミントンインタストリ株式会社
東東椰三鳳市丼′預 4-3-7   TCt o`22(17,3301(代 )3



愛 知 県 体 育 館  概 要

所 在 地  名古屋市中区二の丸 1番 1号   (TEL 052-972-2516)

構  造  木  合

′
|ヽ 体 青 !イ |

建築面積  Иヽ  111

鉄骨、鉄筋コンクリー ト造  地 li 31若 、 地下 i11

鉄骨、 1部鉄筋コンクリー ト造  」t上  2階

6,701“ (2,027」■,

792n〔 ( 240,平 ,

2,468.31ビ (746.66坪 )東 西64Ш XI‖ _1留 Om

:lα明全面 1,000 L X局 部2.000 L X

床  DEX-0-TEX

704.00ご (213坪 , 東西32m× 南:lυ2m

l:照明全面 600 L X    床  '桜フローリング

2.3階 固定 ,|」 4,490人     り1出 しスタンド席

2階椅子席   60人

冷房装置  夏季 丼水、冷凍機術環冷水、冷凍機備熱冷水の 3段階クーラーによる冷房実施

競 技 場

収容人員

`観

覧席ヽ

第 1競技場

第 2競技場

第 1競技場

第 2競技場

兼用 8ミ リ映写機

エルモ
GP
D〔ELUЖ E

現金正価¥48,800

話題の新機構を数 秘々めて新登場
これ以上の映写機は望めません

映写機に要求される機構と性能を極限まで追求

して生まれた起デラ ックス8ミ リ映写機。

世界最高の明るさと、本格的なテープレコータ

ーとの同調映写を可能にしたエルモシンクロサ

ウン ド方式が早 くも注目を浴びています。

- 73

1,704人
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☆出張パーティ各種模擬店

☆折詰、弁当のご調製から

高校クラブ合宿の給食まで

●体育・文化・学校祭

●同窓会・謝恩会

ご人数、ご予算に合せご相談いたします

ご一報次第係員参上いたします

レストラン経営

33 店 鋪

国際 フー ドサービス

本社 電話 (代表)951-1591

′●

バ
　
ッ
　
ヂ
◆
徹

　

章

カ
　
ッ
　
プ
◆
帽

　

一早

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
◆
ト
ロ
フ
イ

七
宝
マ
ー
ク
◆
メ

ダ

ル

金
　
属

釦
◆
バ
ッ
ク
ル

買
―
■
■
●

名古屋市中区栄 3丁目i3-21
TEL(241)0834番
TEL(251)6934番
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イ)i
昭和 45年 度全 国高等学校総合体育大会

第21回全国高等学校バドミントン選手権大会

◇ は や く

◇ う つ く し く

◇ か く じ つ に

信 頼 さ れ る

八 景 印 刷 株 式 会 社

名 古 屋 市 北 区 深 田 町 1-3

電話<052>971-6626(代 )

一 拠

^́=_‐ ^́_‐
″.ヽf″ ^=i″ .― =´ ^ヽ

‐i.こ三″.ヽ‐=_ヽ :ラ =｀
・II｀‐=・ ｀

‐ル:｀‐=・ ｀
‐″‐‐‐‐

~こ‐″‐II‐ ^i「

`

ヽ

`

,

ヽ

`

`
ヽ

,

`
:

`

′

:

,

`

―
ト．ヽ

．



―
lf  E II ()

%

ヽ
ヽ



世界選手権に輝や く ARLTON

ラケ ット

ThE lich手 henoro nnckErs
Game coming uP? Then celebrate it il♪ t・heartedly

.with a new Carlton!

ミ

MATCH IT WITH THE SUPERB
CARLTON INTERNATloNAL sHUTTLE

Mode lrom crirP nylon, 'ilh P.rf.cl
lurnovcr ot thc nct ond coracl sP-

ccd in the rmorh.

メト
東京都千代田区外神田5-6-4
● (03)838-3 6 6 1(代 )

大阪市南区長堀橋筋 1-32
● (06)251-0 5 1 6

C 絆` 4ヽ

値 下断行 .4ノ
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・・株式会社
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トヨ タ 自動車 工 業株 式会 社
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